
【今月の主な内容】
八女のまつり あかりの祭典
八女福島の燈籠人形公演

『マイナンバー制度』が始まります
平成27年度地域づくり提案事業10件を採択

2～3
4

6～7
18

きらめく水面を
すーいすい！
川遊びの楽しさを知り、水に親しんでもらうと 8 月
１日㈯・２日㈰の 2 日間、宮島の矢部川湖畔で第
15回矢部川ふれあいカヌー教室が開催されました。

（関連記事は 16 ページ）
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2　2015.9.1　広報やめ

鮎のつかみ
取り

９月/
12日㈯・
19日㈯・
20日㈰

八
女
の
ま
つ
り

あ
か
り
の
祭
典

例
年
９
月
に
行
っ
て
い
た
「
八
女
の
ま
つ
り　
あ
か
り
と
ち
ゃ
っ
ぽ

ん
ぽ
ん
」
と
「
矢
部
川
物
語
」
を
今
年
度
か
ら
「
八
女
の
ま
つ
り

あ
か
り
の
祭
典
」
と
名
称
を
改
め
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

八
女
の
誇
る
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
提
灯
の
あ
か
り
。
和
紙
を
使
っ

た
あ
か
り
絵
パ
レ
ー
ド
の
あ
か
り
。
そ
し
て
矢
部
川
の
夜
空
を
彩

る
花
火
の
あ
か
り
。
八
女
の
様
々
な
あ
か
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
祭

典
を
９
月
12
日
㈯
・
19
日
㈯
・
20
日
㈰
の
３
日
間
、
開
催
し
ま
す
。

交
通
規
制・

駐
車
場
配
置
図

P
駐
車
場（
17
時
～
22
時
）

※
22
時
に
施
錠
し
ま
す
。

①
総
合
体
育
館
＝
３
０
０
台

②
南
中
学
校
＝
２
５
０
台

③
家
畜
市
場
＝
１
50
台

④
Ｊ
Ａ
立
花
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

  

＝
１
０
０
台

◦
駐
車
場
お
よ
び
そ
の
周
辺
道

路
は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
か

自
転
車
な
ど
で
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
な
お
、
駐
車
場
以
外
の
駐

車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◦
夜
道
は
暗
い
の
で
、
懐
中
電

灯
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

◦
車
両
通
行
止
め
区
間
は
、
自

転
車
は
押
し
て
歩
き
ま
し
ょ

う
。

車両通行止め区間
（19時～21時30分）
立入禁止区域

（8時～ 24時）
通行禁止区間

（19時～21時30分）

納楚旧国道442号

※③は交通規制が解除される
21時30分まで出られません。

◦日時＝９月19日㈯
▽１回目＝13 時～
▽２回目＝14 時～
▽３回目＝15 時～
◦参加費＝１回100 円

（１人１回まで。先着順
の受付となります）
◦場所＝八女伝統工芸
館イベント会場内
◦対象＝小学生以下
※つかみ取りした鮎はそ
の場で塩焼きした鮎と交
換をします。
※生きたままの鮎は持ち
帰ることはできません。

◦
日
時
＝
９
月
12
日
㈯

※
雨
天
時
は
９
月
13
日
㈰
に
順
延

◦
場
所
＝
宮
野
公
園
周
辺
（
べ
ん
が

ら
村
横
）

◦
内
容
＝
矢
部
川
に
映
る
２
千
発
の

花
火
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
八
女
の
夜
を
彩
り
ま
す
。

《
17
時
～
》
露
店
・
物
産
品
な
ど
の

販
売
、
地
ビ
ー
ル
祭
り 

※
飲
酒
運
転

禁
止

《
19
時
55
分
～
》
市
長
あ
い
さ
つ
、

点
火
宣
言

《
20
時
～
》
花
火
大
会

◦
主
催
＝
八
女
の
祭
り
花
火
部
会

◦
交
通
規
制
時
間
＝
９
月
12
日
㈯

19
時
～
21
時
30
分

◦
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
観
光
案

内
所
（
☎
２
２・６
６
４
４
）

光
と
音
楽
の
花
火
大
会

9/12
㈯

9/19
㈯

例
年
９
月
に
開
催
し
て
い
た
矢
部
川
物
語
の
花
火
大
会
は
、“
灯あ
か
り”

を
テ
ー
マ

に
開
催
す
る
八
女
の
祭
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

Ｐ
JA立花地区センター



広報やめ　2015.9.13

《
内
容
》
八
女
提
灯
と
八
女
手
す
き

和
紙
、
そ
し
て
灯
り
を
用
い
た
ま
つ

り
で
す
。
八
女
市
内
に
通
う
子
ど
も

た
ち
が
絵
や
文
字
を
自
由
に
描
い
た

提
灯
を
八
女
伝
統
工
芸
館
横
の
藤

棚
に
飾
り
、
夜
に
は
灯
を
と
も
し
ま

す
。

《
主
催
》
八
女
商
工
会
議
所
青
年
部

《
内
容
》
八
女
の
伝
統
工
芸
品
や
農

産
物
の
販
売
、
食
事
の
提
供
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
大
人
気
の
「
手

裏
剣
戦
隊
ニ
ン
ニ
ン
ジ
ャ
ー
」が
や
っ

て
き
ま
す
。
八
女
福
島
仏
壇
の
製
作

実
演
、
手
す
き
和
紙
教
室
、
生
花

展
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
19
日
㈯
に
は

「
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
」
も
伝
統
工

芸
館
西
側
駐
車
場
で
同
時
開
催
し

ま
す
。

《
主
催
》
地
場
産
ま
つ
り
部
会

《
内
容
》
和
紙
に
参
加
者
が
思
い
思

い
の
絵
を
描
い
て
作
っ
た
「
あ
か
り

絵
」
が
、
ほ
の
か
に
周
り
を
照
ら
し

な
が
ら
、
白
壁
の
町
並
み
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
す
。

　
和
紙
と
提
灯
の
技
術
を
生
か
し
て

作
る
「
あ
か
り
絵
」
は
、
夜
を
美
し

く
彩
り
、
人
々
を
感
動
の
世
界
へ
と

い
ざ
な
い
ま
す
。

《
主
催
》（
一
社
）
八
女
青
年
会
議
所

提
灯
ま
つ
り

地
場
産
ま
つ
り

あ
か
り
絵
パ
レ
ー
ド

◦
９
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
10
時
30

分
～

◦
八
女
伝
統
工
芸
館
と
そ
の
周
辺

◦
９
月
19
日
㈯ 
18
時
30
分

◦
古
松
町 

→ 

八
女
伝
統
工
芸
館

◦
９
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

◦
八
女
伝
統
工
芸
館
横
藤
棚
な
ど

P

P

P

地場産まつり会場

あかり絵パレードコース出発

提灯まつり会場
鮎のつかみ取り会場

至
八
女
I
C

至
筑
後
市

至
黒
木

至
黒
木

442

96

〒

西矢原町

東矢原町

紺屋町

市役所前

土橋郵便局前

土橋郵便局

中宮野町

福島中前

中宮野町西

八女警察署前矢原町

新町西

大正町

新町

おりなす八女入口 清水町

大島西

八女警察署

八女市役所

八女商工会議所

清水町駐車場

福島小学校

福島中学校

八女農業高校八女農業高校
グラウンド

入口

出口

おりなす
八女八女公園

八女文化会館

八女市商工観光課
TEL0943-23-1192

八女のまつり
実行委員会

お問い合わせ

カーナビをご利用の方は
こちらをご入力ください

　雨天の場合、八女農高
グラウンドには駐車できま
せん。
　 「八女のまつり」に来場
される人は、伝統工芸館
北側の「スーパードラッグ
コスモス」さんには駐車さ
れないようお願いします。

9月19日・20日
(10:00～22:00)

P

八女伝統工芸館
福岡県八女市本町2－123－2
☎ 0943－22－3131

あ
か
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

八女のまつり あかりの祭典会場

9/19㈯・
20㈰

19
日
㈯
・
20
日
㈰
に
は
、
八
女
伝
統
工
芸
館
お
よ
び
そ
の
周

辺
で
、
提
灯
ま
つ
り
、
あ
か
り
絵
パ
レ
ー
ド
、
地
場
産
ま
つ
り
、

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
等
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
間
・
詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
、
祭
り
直
前
の
新
聞

折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
の
祭
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
八
女
市
商
工
観
光
課
）

☎
２
３・１
１
９
２
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「
八
女
福
島
の

燈
籠
人
形
」公
演

町
屋
ま
つ
り

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

日本いけばな芸術協会 名誉教授
大和花道 平島静容（一子）

◦期間＝9月21日㈷～23日㈷
◦時間＝10時～21時　※入場無料
◦会場＝横町町家交流館
◦問い合わせ＝平島さん（☎23・0679）

創作いけばな展

⃝

会
場
＝
八
女
福
島
の
町
並
み

⃝

期
間
＝
９
月
21
日
㈷
～
23
日

㈷

⃝

内
容
＝

【
21
日
㈷
】　

▽
抹
茶
席 

13
時
～
（
こ
の
み
園

ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

▽
茶
会　

福
島
高
校
茶
道
部 

13
時
～
（
正
福
寺
）

▽
子
供
和
太
鼓　

14
時
～

【
22
日
㉁
】　

▽
バ
ザ
ー
な
ど　

① 

11
時
～
②

11
時
30
分
～
（
堺
屋
）

▽
茶
会　

八
女
学
院
高
校
茶
道

部
13
時
～
（
正
福
寺
）

▽
和
太
鼓
の
競
演
（
昼
）
14
時

10
分
～
（
夜
）
19
時
30
分
～

【
21
日
㈷
～
23
日
㈷
】　　
　

▽
人
力
車
町
並
み
散
策

▽
伝
統
工
芸
職
人
技
実
演
・
体

験
（
横
町
町
家
交
流
館
）

▽
癒
し
の
あ
か
り
・
竹
ラ
ン
プ

展
示
（
堺
屋
）

▽
和
蝋
燭
職
人
制
作
実
演（
ギ
ャ

ラ
リ
ー
房
屋
）

▽
提
灯
絵
描
き
体
験
（
伊
藤
勘

助
商
店
）

▽
箸
作
り
体
験
（
緒
方
仏
壇
店
）

【
９
月
２
日
㈬
～
27
日
㈰
】　

▽
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
展

（
横
町
町
家
交
流
館
）

⃝

主
催
＝
「
町
屋
ま
つ
り
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
江
口
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
２
５
０
７
・
６
９
０
１
）

会    場　　福島八幡宮境内
公演日時

　口開け公演　９月20日㈰20：00 ～
　本公演　９月21日㈷・22日㉁・23日㈷
　　　　　　　　①１３：３０～
　　　　　　　　②１５：００～
　　　　　　　　③１６：３０～
　　　　　　　　④１９：００～
　　　　　　　　⑤２０：３０～
　　　※１回の公演時間は約３０分
主催　八女福島の燈籠人形保存会

問い合わせ　地域づくり・文化振興課
　　　　　　（☎２４・８１６３）

９
月
21
日
㈷
・
22
日
㉁
・
23
日
㈷

《
も
の
が
た
り
の
あ
ら
す
じ
》

　
江
戸
時
代
の
は
じ
め
、
薩
摩
国

大
守
の
若
君
・
国
若
丸
が
戦
の
勝

利
と
お
家
の
安
全
を
祈
願
す
る
た

め
、
家
老
の
新
納
武
蔵
守
を
従

え
、
安
芸
の
宮
島
に
鎮
ま
る
厳
島

神
社
に
詣
で
ま
し
た
。
主
従
二
人

が
そ
の
情
景
に
ひ
た
っ
て
い
た
時
、

海
中
か
ら
五
色
の
水
柱
が
立
ち
の

ぼ
り
、
現
れ
た
の
は
厳
島
の
尊
い

神
の
御
姿
で
し
た
。
驚
き
喜
ぶ
両

人
を
さ
ら
に
祝
福
す
る
か
の
よ
う

に
、
雅
楽
の
調
べ
と
と
も
に
麗
し

き
弁
財
天
も
現
れ
ま
し
た
。
厳
島

の
神
は
戦
で
の
勝
利
を
、
弁
財
天

は
お
家
の
安
泰
を
約
束
す
る
か
の

よ
う
に
と
も
に
ご
神
霊
を
現
し
た

の
で
す
。
厳
島
の
神
威
に
感
謝
し

た
主
従
は
喜
び
、
感
謝
し
て
薩
摩

へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
は
、
延
享
元
年
（
１
７
４
４
）
の
放
生
会
に
人
形
の
燈
籠
が
奉

納
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
明
和
９
年
（
１
７
７
２
）
に
初

め
て
人
形
が
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
舞
台
の
左
右
の
楽
屋
か
ら
繰
り
出
す
９
本
の

長
い
棒
で
人
形
を
操
作
し
て
い
ま
す
。
戦
前
ま
で
は
氏
子
11
町
内
の
当
番
制
で
奉
納
上

演
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
福
島
校
区
23
町
内
で
保
存
会
を
結
成
し
受
け
継
い
で
い

ま
す
。
昭
和
52
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「薩
さ つ ま

摩隼
は や と

人国
く に

若
わ か

丸
ま る

厳
い つ く し ま

島神
じ ん

社
じ ゃ

詣
もうで

」
今年の芸題

薩
摩
隼
人
国
若
丸

　
　
　
厳
島
神
社
詣

９月／
21㈷・22㉁・

23㈷

※駐車場は、市役所、清水町駐車場、八女伝統工芸
館をご利用ください。
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平
成
22
年
度
に
合
併
し
広
域

と
な
っ
た
市
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ

知
ら
な
い
「
よ
か
と
こ
」
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
元
自
慢
の

「
う
ま
か
も
ん
」
や
、
知
っ
て
い

る
よ
う
で
知
ら
な
い「
よ
か
と
こ
」

を
皆
さ
ん
で
め
ぐ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝

対
象
＝
上
陽
エ
リ
ア
に
お
住
ま

い
の
人

⃝
実
施
日
＝
９
月
25
日
㈮

⃝
集
合
時
間
・
場
所
＝
９
時
・

八
女
市
上
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

⃝

内
容
＝
▽
鹿
里
棚
田
彼
岸
花

ま
つ
り
▽
星
の
花
公
園
（
ダ
リ

ア
ま
つ
り
）
▽
星
の
文
化
館
（
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）
▽
茶
の
文
化

館
（
し
ず
く
茶
）
な
ど

⃝

参
加
料
＝
３
０
０
０
円（
昼
食
、

体
験
料
含
む
）

⃝

募
集
人
員
＝
20
人
※
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

⃝

解
散
時
間
＝
16
時
30
分
（
予

定
）

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
支

所
産
業
観
光
係
（
☎
５
４
・
２

２
１
９
）

※
ツ
ア
ー
内
容
は
、
都
合
に
よ

り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

八
女
市
観
光
案
内
人
の
会
で

は
、
八
女
を
訪
れ
る
お
客
様

に
対
し
て
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を

案
内
し
な
が
ら
、
八
女
の
魅
力
を

紹
介
す
る
観
光
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、
団
体
の
お
客
様
を

案
内
す
る
際
に
後
方
か
ら
の
安
全

確
認
や
誘
導
な
ど
、
前
方
で
ガ
イ

ド
す
る
観
光
案
内
人
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
た
だ
く
、「
観
光
案
内
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
実
施

し
ま
す
。
八
女
の
魅
力
を
学
び
な

が
ら
、
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

⃝

対
象
＝
18
歳
以
上
の
人
で
、
講
座

終
了
後
に
観
光
案
内
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
活
動
で
き
る
人

※
経
験
は
問
い
ま
せ
ん

⃝

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
＝

▽
10
月
中
旬　

養
成
講
座
開
始

▽
10
月
～
11
月　

座
学
お
よ
び
観

光
案
内
体
験
を
開
催
（
全
４
回
）

⃝

定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

⃝

申
込
締
切
＝
９
月
25
日
㈮

⃝

そ
の
他
＝
講
座
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
観

光
案
内
人
の
会
（
八
女
市
観
光
協

会
内
）　

☎
２
２・６
６
４
４

雛
の
里
八
女

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り

結
婚
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
十
二
単
衣
と

束
帯
姿
で
新
し
い
門
出
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

期
日
＝
平
成
28
年
２
月
21
日
㈰
、
２
月
28
日
㈰

※
各
１
組
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝

会
場
＝
福
島
八
幡
宮
（
宮
野
町
）

⃝

費
用
＝
負
担
金
３
万
円

⃝

申
込
締
切
＝
10
月
９
日
㈮

　

あ
な
た
の
家
に
眠
っ
て
い
る
「
箱
び
な
」
を
お

譲
り
い
た
だ
け
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
つ

り
期
間
中
、
白
壁
の
町
並
み
の
中
に
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ま
つ
り
事
務
局
（
商
工

観
光
課
）
☎
２
３
・
１
１
９
２

十
二
単
衣
と
束
帯
姿
で
新
し
い
門
出
を

箱
び
な
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

来年2月14日から3月13日までの間、八女地
方独自の「箱びな」を中心に、福島の町並
みや商店街など約100か所に雛人形を展示。
期間中、さまざまなイベントを開催し、まち
は雛の里一色に染まります。

今年3月の結婚式の様子

八
女
の
魅
力
再
発
見

よ
か
と
こツ
ア
ー

（
星
野
エ
リ
ア
）

上
陽
エ
リ
ア
お
住
ま
い
の
人
対
象

参
加
者
募
集

募集

まち・ひと・しごと
総合戦略

㉓市長コラム

mayor's column

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
い
か
に
地
域

の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
か
、
全
国
で
検

討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
八
女
市
で
も

国
の
「
地
方
創
生
」
の
取
り
組
み
に
対
応

す
る
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
」
を
設
置
し
、
将
来
の
人
口
動
向
分

析
を
行
い
な
が
ら
、
総
合
戦
略
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
▼
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
産

官
学
金
労
言
（
産
業
界
、
行
政
、
教
育
機

関
、金
融
機
関
、労
働
団
体
、メ
デ
ィ
ア
）」

で
構
成
す
る
有
識
者
会
議
を
立
ち
上
げ
、

各
界
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
作
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
頂
き
、

10
月
下
旬
に
は
策
定
を
完
了
す
る
予
定

で
す
。
▼
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
総
合
計

画
や
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
等
に
基

づ
き
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
人
口
減
少
の
流
れ
を
止
め
る
の
は
至

難
の
業
で
す
。し
か
し
、こ
の
機
会
を
捉
え
、

平
成
32
年
度
ま
で
の
６
年
間
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
雇
用
創
出
、
子
育
て
、
定

住
対
策
等
を
中
心
に
さ
ら
に
積
極
的
に
事

業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
「
地
方
創
生
」
の
実
現
に
は
、
市
民
の

参
画
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
皆
さ
ん
の
無

限
の
知
恵
と
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
将

来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続
き

全
力
で
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
案
内
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座

募集
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、
個
人
を
特
定

す
る
12
桁
の
番
号
（
個
人
番
号
）
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
住
民
票

を
有
す
る
一
人
一
人
（
外
国
人
も
含
ま
れ

ま
す
）
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
割
り
当
て
ら

れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
原
則
、
変

更
で
き
ま
せ
ん
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
導
入
す
る
背
景

に
は
、
大
き
く
３
つ
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
、
限
ら
れ
た
歳
入
の
中
で
、
き
め

細
か
な
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
は
、
所
得
や
給
付
状
況
な
ど
の
情

報
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

業
務
を
効
率
化
す
る
た
め
に
は
、
行

政
の
縦
割
り
を
解
消
す
る
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
分
断
さ
れ
て
い
る
行
政
機
関
相

互
の
情
報
を
連
携
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、

個
人
の
情
報
を
紐
付
け
る
仕
組
み
が
必

要
で
す
。

　

行
政
手
続
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
は
、
行
政
機
関
相
互
の
情
報
連
携
に

よ
る
添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
手
続
の
簡

素
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
災
害

時
に
お
い
て
も
迅
速
な
行
政
支
援
が
可
能

な
仕
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
の
「
新
し
い

社
会
基
盤
」が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
す
。

『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
』が
始
ま
り
ま
す

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
分
野
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
何
で
す

か
？

ど
う
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
必
要
な
の
で
す
か
？

① 

財
政
と
社
会
保
障
の
問
題

② 
行
政
の
効
率
化

③ 

国
民
の
利
便
性
向
上
と
災
害
対
策

マイナンバー（個人番号）
が記載された「通知カード」
を順次お届けします。
※世帯単位で届きます。

税・社会保障の手続で番
号の利用を開始します。
「個人番号カード」
の交付も始まります。

情報提供等記録開示
システムも運用を開
始します。

添付書類の省略や
手続の簡素化が始
まります。

住民票の住所に通知 マイナンバーの利用開始 国の行政機関間で
　　情報の連携が開始

市町村も含めた
　情報の連携が開始

「通知カード」、「個人番号カード」については、次回（１０月１日号）でお知らせします。

▼マイナンバー制度実施の流れ

平成27年10月以降 平成28年1月 平成29年1月 平成29年7月

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

り
、
住
民
票
の
住
所
地
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
、
９
月
25
日
㈮
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
通
知

カ
ー
ド
を
住
民
票
の
住
所
に
お
届
け
し

ま
す
が
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

住
民
票
の
住
所
地
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
、
申
請
書
を
提
出
す
る

こ
と
で
居
所
に
通
知
カ
ー
ド
を
お
送
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
９
月
25
日
㈮

ま
で
に
市
民
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児

童
虐
待
等
の
被
害
者
で
住
所
地
以

外
の
居
所
へ
移
動
さ
れ
て
い
る
人

◉
一
人
暮
ら
し
で
、
長
期
間
、
医
療

機
関
・
施
設
等
へ
入
院
・
入
所
さ

れ
て
い
る
人
、
な
ど

⃝

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課

市
民
係
（
☎
２
３・１
１
１
５
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
ご
覧
く
だ
さ
い

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

マイナンバー制度に関する詳しい問い合わせ （土日祝除く 9 時 30 分～ 17 時 30 分）
　０５７０・２０・０１７８（全国共通ナビダイヤル）
　０５７０・２０・０２９１（外国語［英・中・韓・スペイン・ポルトガル］対応）

　マイナンバーでどう変わるのか、マイナン
バーはいつ使うのか、個人情報はどのように守
られるのか、など、イラストを交えてわかりや
すく解説された小冊子をお配りしています。
　マイナンバー制度に便
乗した詐欺行為からご自
身を守るためにも、制度の
内容について正しく知りま
しょう。また、この小冊子
はわかりやすい場所に大
切に保管しましょう。

マイナンバー制度がよくわか
る冊子をお配りしています。
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民
間
事
業
者
が
準
備
し
て

お
く
こ
と
は
何
で
す
か
？

必
要
な
情
報
を
八
女
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
分
り
や
す
く
整
理
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

民
間
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
必
要
な
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
応
は
、
大
き

く
４
つ
の
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

１ 

導
入
の
準
備

　

番
号
を
記
載
す
る
必
要
の
あ
る
書
類

を
洗
い
出
し
、
ど
の
部
署
が
関
係
す
る

か
を
確
認
し
ま
す
。
次
に
、
誰
か
ら
ど

う
や
っ
て
番
号
を
集
め
る
か
、
誰
が
ど

う
保
管
す
る
か
を
ル
ー
ル
化
し
、
周
知

し
ま
す
。

２ 

番
号
を
収
集
（
10
月
以
降
）

　

扶
養
控
除
申
請
書
な
ど
を
利
用
し

て
、
番
号
を
収
集
し
ま
す
。
そ
の
際
、

番
号
と
身
元
を
確
認
で
き
る
書
類
が
必

要
で
す
。

３ 

保
管
・
利
用
（
１
月
以
降
）

　

定
め
た
ル
ー
ル
に
従
い
、
集
め
た
番

号
を
厳
重
に
管
理
し
ま
す
。
情
報
漏
え

い
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
も
十
分
に
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

４ 

廃
棄

　

法
定
保
存
期
間
を
過
ぎ
た
番
号
や
書

類
は
、
焼
却
や
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
な
ど
復

元
不
可
能
な
状
態
に
し
、
速
や
か
に
処

分
し
ま
す
。

［全国共通ナビダイヤル］9時30分～17時30分（土日祝・年末年始を除く）

コールセンター 政府広報オンライン

  検 索 政府広報
http://www.gov-online.go.jp

マ  イ ナン バー
マイナンバーの問い合わせは 0570・20・0178

平
成
28
年
１
月
以
降
、
税
や
社
会
保
障

の
手
続
き
で
従
業
員
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

民
間
事
業
者
の

皆
さ
ん
も
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

取
り
扱
い
ま
す
。

◦
源
泉
徴
収
票
の
作
成
手
続
き

◦
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
の

手
続
き

◦
証
券
会
社
や
保
険
会
社
が
行
う
、
配
当

金
や
保
険
金
等
の
支
払
調
書
作
成
な
ど

準
備
の
た
め
に
必
要
な
手
順

❶
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
ケ
ー
ス
を
洗
い
出
し

ま
し
ょ
う
。

❷
利
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
に
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得

す
れ
ば
よ
い
か
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

❸
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
得
に
向
け
て
安
全
管
理

措
置
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

早期に番号が必要となる場面の例

マイナンバーを記載 マイナンバーを記載 マイナンバーを記載

10月

※

※平成 28 年 1 月以降支払分
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　　
　

　　

ゲ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
始
め
た
の

は
、
10
年
ほ
ど
前
、
白
木
小
学
校
の
校

長
先
生
か
ら
、「
昼
休
み
に
一
人
ぼ
っ
ち
で

教
室
に
残
っ
て
い
る
子
ど
も
と
遊
ん
で
ほ

し
い
」
と
の
お
話
を
受
け
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
初
め
は
昼
休
み
に
合
わ
せ
て

小
学
校
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
１
年
生
に

昔
遊
び
で
あ
る
ゴ
ム
と
び
を
教
え
て
一
緒

に
遊
ん
だ
り
、
１
～
６
年
生
ま
で
楽
し
め

る
本
を
図
書
館
か
ら
借
り
て
読
み
聞
か
せ

を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
他
に
、
白
木

小
学
校
の
裏
山
で
採
っ
て
き
た
葉
っ
ぱ
を

使
っ
た
遊
び
、昔
の
お
や
つ
作
り
等
も
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　　

一
番
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
本
選

び
で
す
。
本
を
選
ぶ
に
あ
た
り
、学
年
、

季
節
、
授
業
で
習
う
お
話
を
考
慮
し
て

い
ま
し
た
。
例
え
ば
８
月
で
あ
れ
ば

「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」
や
「
お

か
あ
さ
ん
の
木
」
を
選
び
ま
し
た
。
戦

争
は
悲
し
い
こ
と
だ
よ
と
伝
わ
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
て
。
ま
た
、
た
だ
読
む

だ
け
で
は
伝
え
ら
れ
る
か
不
安
だ
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
九
州
大
谷
短
期
大

学
の
生
涯
学
習
講
座
で
、
本
の
持
ち
方

や
声
の
出
し
方
、
さ
ら
に
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
等
を
学
び
、
県
教
委
の
実
践
演
習

も
含
め
２
年
に
わ
た
り
勉
強
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
朝
８
時
30
分
か
ら
15
分
間

の
読
み
聞
か
せ
を
、
週
１
回
の
ペ
ー
ス

で
10
年
ほ
ど
続
け
ま
し
た
。

　　　

朝
、
学
校
に
着
く
と
、
子
ど
も
た
ち

が
窓
か
ら
顔
を
出
し
て
「
コ
ノ
ミ
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
く
れ
ま
す
。
教

室
に
入
る
と
子
ど
も
た
ち
が
周
り
に

集
ま
り
「
今
日
は
何
の
お
話
？
」
と
聞

い
て
く
る
の
で
す
。

　

私
が
63
歳
の
時
に
10
年
間
看
病
し

て
い
た
夫
が
亡
く
な
り
、
気
が
滅
入
っ

て
し
ま
い
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
知
り
合
い
か
ら

「
外
に
出
て
み
ら
ん
ね
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
外
に
出
る
と
否
応
な
し
に
人
と

接
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
、
子
ど
も
た
ち
と
接
し
、
あ
の
目
の

輝
き
、
元
気
な
声
、
笑
顔
を
見
る
と
、

次
第
に
心
が
元
気
に
な
っ
て
ゆ
く
の

で
す
。
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
と
過
ご

す
時
間
が
私
の
生
き
が
い
で
し
た
。
今

ま
で
も
ら
っ
た
た
く
さ
ん
の
お
手
紙

は
今
も
大
事
に
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　　

先
日
ス
ー
パ
ー
で
高
校
生
の
子
が

声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
白
木
小
学

校
出
身
の
子
で
し
た
。
声
を
か
け
ら
れ

る
の
は
何
と
嬉
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
当
に
子
は
宝
、
出
会
い
は
宝
で
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
お
手
紙
に
書
い

て
あ
っ
た
「
長
生
き
し
て
ね
」
と
い
う

言
葉
を
励
み
に
、
現
在
は
仏
教
の
公
開

講
座
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
第
１
の
人

生
は
子
育
て
と
農
業
に
明
け
暮
れ
た

人
生
で
し
た
。
第
２
の
人
生
は
夫
の
看

病
と
ヘ
ル
パ
ー
２
級
を
取
得
し
た
福

祉
の
人
生
で
し
た
。
第
３
の
人
生
で
は

子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
も
ら
い
、
今
第

４
の
人
生
を
生
き
て
い
ま
す
。

ゲ
ス
ト・テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
ご
存
知
で
す
か
。こ
れ
は
、特
定
の
知
識
や
技
能
を
持
っ

た
一
般
の
人
が
先
生
と
な
り
、
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に
そ
の
知
識
や
技
能
を
伝
え

る
も
の
で
す
。
ゲ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
が
語
る
言
葉
は
、
生
き
た
情
報
と
し
て

子
ど
も
た
ち
の
心
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
立
花
町
白
木
で
ゲ
ス
ト・テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
橋
本
コ
ノ
ミ
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

出
会
い
は
宝

　
　
　
　
　
～
第
４
の
人
生
を
生
き
る
～

当時の様子を楽しそうに語
る橋本コノミさん

筑南小学校でのゲストティーチャーの様子

一
人
ぼ
っ
ち
の
子

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
が
生
き
が

い
に

子
は
宝
、
出
会
い
は
宝

本
を
通
し
て
伝
え
る

◆
人
権
セ
ミ
ナ
ー
や
め
２
０
１
５

●
9
月
15
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時

矢
部
公
民
館「
安
心
し
て
老
い
る
た
め
に

～
認
知
症
介
護
の
現
場
か
ら
」　

●
9
月
29
日
㈫
19
時
30
分
～
21
時

八
女
市
社
会
福
祉
会
館「
生
活
の
中
に
み

る
ケ
ガ
レ
等
と
同
和
問
題
」　

子どもたちからもらった
手紙や冊子は宝物
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ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
は
、

老
廃
物
が
た
ま
り
脳
の
神
経
細

胞
が
ゆ
っ
く
り
と
死
ん
で
い
く
認
知

症
の
原
因
と
な
る
病
気
の
一
種
で
、
認

知
症
全
体
の
５
割
程
度
を
こ
の
病
気

が
占
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
認
知
症
」
と
は
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
を
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
原

因
で
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
た
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ
り
、
生

活
す
る
う
え
で
支
障
が
出
て
い
る
状

態
（
お
よ
そ
６
か
月
以
上
継
続
）
を

い
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
誰
に
で
も

起
こ
り
う
る
病
気
で
あ
り
、
85
歳
以

上
で
は
、
４
人
に
１
人
が
そ
の
症
状

が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
人
は
自
分

が
つ
い
先
ほ
ど
体
験
し
た
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
う
と
い
う
症
状
か
ら
、
体

験
し
た
過
去
か
ら
現
在
と
い
う
連
続

性
が
な
く
な
る
た
め
、
絶
え
ず
心
が

休
ま
ら
ず
不
安
な
状
態
に
お
か
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

心
理
を
理
解
す
る
周
囲
の
関
わ
り
が
、

安
心
感
を
与
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

〈
認
知
症
に
よ
る
も
の
忘
れ
の
特
徴
〉

▽
記
憶
の
低
下
（
最
近
の
出
来
事
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
大
切
な
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
ヒ
ン
ト
を

出
さ
れ
て
も
思
い
出
せ
な
い
）
▽
認

知
の
障
害
（
時
間
や
場
所
の
見
当
が

つ
か
な
い
。
簡
単
な
計
算
が
で
き
な

い
。
物
事
の
手
順
が
分
か
ら
な
く
な

る
）
▽
生
活
へ
の
支
障
（
今
ま
で
続

け
て
き
た
日
常
生
活
が
困
難
に
な
る
）

★
認
知
症
に
関
す
る
相
談
窓
口

▽
八
女
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
３・１
２
０
３
）

▽
八
女
市
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
２・１
１
１
９
）

▽
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
２
３・１
３
０
８
）

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
は
、
徘
徊
す
る
認
知

症
高
齢
者
等
を
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
早
期
発
見
す
る
こ
と

に
よ
り
生
命
・
身
体
の
安
全
を
確

保
し
、
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
認
知
症
高
齢
者
等
お
よ

び
そ
の
家
族
等
の
福
祉
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

関
す
る
市
民
の
理
解
を
図
る
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者

等
の
名
前
、
特
徴
や
写
真
等
の

情
報
を
、
家
族
や
本
人
の
同
意

を
得
て
、
市
へ
事
前
に
登
録
し
て

お
く
こ
と
で
、
俳
徊
等
に
よ
り
所

在
不
明
に
な
っ
た
場
合

に
協
力
事
業
所
へ
の
情

報
発
信
が
速
や
か
に

開
始
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

家
族
等
が
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
介
護
に

関
す
る
相
談
支
援
等

も
行
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
要
介
護

（
支
援
）
認
定
を
受
け

て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
）
に
相

談
も
で
き
ま
す
。

　

行
方
不
明
に
な
っ
た
人
が
、
市

外
で
発
見
・
保
護
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
対
応
す

る
た
め
福
岡
県
南
部
の
各
市
町
が

広
域
に
情
報
を
共
有
し
、
各
市

町
の
協
力
機
関
に
協
力
を
要
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。

⃝

協
定
市
町
＝
八
女
市
・
大
牟
田

市・久
留
米
市・柳
川
市・筑
後
市・

大
川
市
・
小
郡
市
・
う
き
は
市
・

み
や
ま
市
・
大
刀
洗
町
・
大
木
町
・

広
川
町

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
▽
介
護
長
寿
課

高
齢
者
支
援
係

（
☎
２
３・１
３
０
８
）

▽
各
支
所
の
市
民
生
活
福
祉
課

９
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
デ
ー
で
す
。

八女市認知症高齢者等ＳОＳネットワークシステム

「あんしん登録」を活用しませんか。
「
八
女
市
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」

と
は

事
前
登
録
制
度
「
あ
ん
し
ん

登
録
」
と
は

広
域
連
携
に
つ
い
て

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
本
人
や
家
族
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
本
人
や
家
族
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う



　

八
女
市
お
よ
び
広
川
町
を
襲
っ
た
、
平
成
24
年
７

月
九
州
北
部
豪
雨
か
ら
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
梅
雨

は
明
け
ま
し
た
が
、
そ
の
時
期
に
お
い
て
発
生
し
う

る
災
害
は
変
わ
り
ま
す
。
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
対
す
る
備
え
を
怠
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
積
極
的
に
地
域
の
防

災
訓
練
等
へ
参
加
し
、
３
年
前
に
発
生
し
た
大
災
害

の
教
訓
を
生
か
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
10
月
に
は
八
女
地
区

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
自
由
に
見
学
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
「
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

コ
ー
ナ
ー
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

⃝

日
時
＝
9
月
19
日
㈯
13
時
～
16
時
30
分

⃝

場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
北
側
駐
車
場

⃝

内
容
＝
▽
梯
子
車
乗
車
コ
ー
ナ
ー
▽
初
期
消
火

体
験
コ
ー
ナ
ー
▽
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー

▽
子
ど
も
用
防
火
衣
体
験
、
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

八女消防本部からのお知らせ（☎24・0119）

八
女
地
区
総
合
防
災
訓
練

消
防
ふ
れ
あ
い
広
場

9/19
㈯

10/4
㈰

八
女
地
区

総
合
防
災
訓
練

⃝

日
時
＝
10
月
４
日

㈰
９
時
30
分
～
11

時
30
分

⃝

場
所
＝
春
の
山
公

園（
上
陽
町
北
川
内
）

10　2015.9.1　広報やめ

黄
金
色
に
輝
く
稲
穂
と
棚
田
を
縁
取
る

赤
い
彼
岸
花
の
美
し
さ
に
、あ
な
た
も
き
っ

と
魅
せ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

期
間
中
は
、地
元
グ
ル
ー
プ「
子
鹿
の
里
」

に
よ
る
だ
ご
汁
定
食
や
農
産
物
販
売
も
あ

り
ま
す
。
26
日
㈯
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

も
ち
つ
き
も
あ
り
ま
す
。
※
雨
天
時
は
翌

27
日皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝

期
日
＝
９
月
20
日
㈰・21
日
㈷・22
日
㉁・

23
日
㈷
・
26
日
㈯
※
５
日
間

⃝

会
場
＝
星
野
村
鹿
里
棚
田

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
鹿
里
ふ
る
さ
と
会 
樋
口

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
４
３
４
６
・
２
５
６
０
）

鹿ろ

く

り里 

棚
田

彼
岸
花
ま
つ
り

風
流
・
は
ん
や
舞

五ご
じ
ょ
う
け

條
家 

御み
は
た
ま
つ
り

旗
祭

五
穀
豊
穣
、
国
家
安
全
、
晴
雨
祈

願
の
た
め
、
池
の
山
の
麻
生
神
社
に

奉
納
さ
れ
る
伝
統
芸
能
「
風
流
・
は

ん
や
舞
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
（
福
岡

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）。

◦
日
時
＝
９
月
20
日
㈰
10
時
開
演

◦
場
所
＝
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
（
池

の
山
）
屋
外
ス
テ
ー
ジ　

※
雨
天
時

は
「
そ
よ
か
ぜ
」
多
目
的
ホ
ー
ル

◦
関
連
事
業
＝
星
野
小
学
校
児
童
に

よ
る
星
野
太
鼓
の
演
奏（
公
演
終
了
後
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
総
務
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

　

南
朝
の
親
政
を
目
指
し
、
征
西
将

軍
懐
良
・
良
成
両
親
王
に
従
い
、
現

在
も
大
杣
に
眠
ら
れ
る
良
成
親
王
の

御
陵
墓
を
守
る
五
條
頼
元
卿
一
族
ら

の
遺
徳
を
し
の
ぶ
「
五
條
家
御
旗
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
門
外
不
出

の
五
條
家
に
伝
わ
る
国
指
定
重
要
文

化
財「
金
烏
の
御
旗
」「
五
条
家
文
書
」

を
一
般
公
開
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
23
日
㈷
10
時
～

◦
場
所
＝
五
條
邸
（
黒
木
町
旧
大
淵

小
学
校
前
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
五
條
家
宝
物
顕
彰

会
長
月
足
さ
ん（
☎
４
５・０
１
４
０
）

９月のイベント
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」
は
、
２
７

０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
民
俗
芸
能
で
、

昭
和
52
年
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と

し
て
国
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
か
つ

て
は
、
八
幡
宮
（
通
称
福
島
八
幡
宮
）

の
放
生
会
大
祭
に
、
氏
子
町
が
輪
番
で

奉
納
公
演
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
、

保
存
会
に
よ
り
公
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
９
月
21
日
㈷
～
23
日
㈷
の

３
日
間
、
１
日
５
回
公
演
さ
れ
ま
す
。

交
流
館
で
は
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
、「
八

女
福
島
の
燈
籠
人
形
今
昔
物
語
展
」
を

開
催
し
ま
す
。
囃
子
方
が
使
っ
て
い
た

「
浄
瑠
璃
本
」、
実
物
大
の
動
か
す
こ
と

の
で
き
る
「
人
形
」、「
人
形
の
遣
い
手

た
ち
の
法
被
」、「
囃
子
の
道
具
」
な
ど

の
あ
れ
こ
れ
を
展
示
し
ま
す
。
期
間
は

９
月
27
日
㈰
ま
で
で
す
。
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝

期
間
＝
９
月
２
日
㈬
～
９
月
27
日
㈰

⃝

会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

（
本
町
94
番
地
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

八女福島の燈籠人形
　　　　　今昔物語展

9月の
横町町家
交流館の
催し

◦長峰小学校へ
▽八女ヤンマー建機株式会社 代表取締役 服部大
志、会長 服部博敏＝金一封
▽松尾　和昭（吉田）＝一輪車　26 台
◦市内小学校・市立図書館へ
▽月足芳恵（福岡市博多区）＝児童図書 16 冊

寄附のお礼（敬称略）

　
八
女
市
立
図
書
館
に
文
化
勲
章

受
章
・
山
本
健
吉
氏
の
旧
蔵
資
料

を
一
般
公
開
す
る
常
設
展
示
室
を

開
設
し
、
１
周
年
を
迎
え
ま
す
。

氏
の
顕
彰
と
と
も
に
、
妻
で
俳
人

で
あ
っ
た
石
橋
秀
野
の
命
日
に
あ

わ
せ
、
長
女
の
石
橋
安
見
さ
ん
を

お
招
き
し
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
健
吉
氏
の
文
学
観
、
惜
し
ま

れ
て
亡
く
な
っ
た
秀
野
に
通
底
す

る
遺
風
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場

無
料
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

⃝

日
時
＝
９
月
26
日
㈯
14
時
～
15

時
30
分

⃝

会
場
＝
八
女
市
立
図
書
館
２
階

研
修
室
お
よ
び
山
本
健
吉
資
料
室

⃝

演
題
＝
「
父
・
健
吉
を
め
ぐ
る

人
々
」
を
語
る

⃝

講
師
＝
石
橋
安
見
さ
ん

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ

く
り
・
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

「
山
本
健
吉
資
料
室
」

開
設
１
周
年
記
念
文
学
講
演
会

▽
山
本
健
吉
《
明
治
40
年（
１
９
０
７
）年
～

昭
和
63
年（
１
９
８
８
）》

　

文
芸
評
論
家
。
石
橋
忍
月
（
八
女
市
黒
木

町
出
身
）
の
三
男
と
し
て
長
崎
市
に
生
ま
れ

る
。
昭
和
30
年
『
芭
蕉
』
で
新
潮
社
文
学
賞

を
受
賞
。
翌
31
年
『
古
典
と
現
代
文
学
』
で

読
売
文
学
賞
を
受
賞
。
そ
の
後
も
古
典
文
学

に
関
す
る
優
れ
た
評
論
を
発
表
し
、
昭
和
58

年
文
化
勲
章
受
章
。

▽
石
橋
秀
野
《（
明
治
42
年（
１
９
０
９
）～

昭
和
22
年（
１
９
４
７
）》

　

俳
人
。
文
化
学
院
中
学
部
に
入
学
。
学
監

与
謝
野
晶
子
に
短
歌
を
、
高
浜
虚
子
に
俳
句

を
学
ぶ
。
昭
和
４
年
慶
應
義
塾
大
学
生
石
橋

貞
吉
（
山
本
健
吉
）
と
学
生
結
婚
。
昭
和
17

年
長
女
安
見
誕
生
。
肺
結
核
と
腎
臓
病
を
病

み
、
昭
和
22
年
９
月
26
日
国
立
宇
陀
野
療
養

所
に
て
逝
去
。
38
歳

9/26
㈯
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八女福島の伝統を
次の次代に伝えたい 消費生活

そうだん
⑨
消
費
生
活
相
談
で
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
消
費
生
活
全
般

に
関
す
る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
消
費
者
か
ら
の
相
談
を

専
門
の
相
談
員
が
受
付
け
、
公
正
な
立
場
で
処
理
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
今
月
は
『
ニ
セ
電
話
詐
欺
』
に
つ
い
て
で
す
。

【
事 

例
】

　

自
宅
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、「
市

内
に
有
名
な
企
業
の
工
場
が
、
建
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、

市
民
向
け
に
特
別
に
そ
の
会
社
の
特
別

優
待
株
式
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
今
後
一

切
発
行
さ
れ
な
い
も
の
な
の
で
、
手
に

入
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
今
だ
け
で
す
。
市

外
の
人
は
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
代
わ
り
に
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。
お

礼
を
上
乗
せ
し
て
買

い
取
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
言
わ
れ

た
。
本
当
に
そ
の
会

社
が
工
場
を
建
て
る
計
画
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
？

【
答
え
】

　
「
利
殖
商
法
（
も
う
け
話
）」
と
言
わ
れ

る
も
の
で
、
詐
欺
の
一
つ
で
す
。
特
殊
詐

欺
の
中
で
も
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金

詐
欺
と
並
ん
で
、
被
害
件
数
が
上
昇
傾
向

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
例
の
場
合
、
案
内
さ
れ

る
が
ま
ま
、
有
名
会
社
の
株
式
を
購
入
し

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
は
、
こ
ん

な
も
の
も
あ
り
ま
す
！

た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
お
金
を
だ
ま

し
取
り
、
そ
の
ま
ま
連
絡
不
能
に
な
る

ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
さ
も
立

派
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
り
つ
け
て
、
実

際
に
存
在
す
る
よ
う
な
肩
書
き
を
並
べ

て
、
信
じ
込
ま
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
ま

す
。
信
じ
て
お
金
を
払
っ
て
し
ま
う
と
、

返
金
を
求
め
る
こ
と
は
、
難
し
く
な
り

ま
す
。ま
た
、個
人
情
報
の
流
出
に
よ
り
、

何
度
も
し
つ
こ
く
勧
誘
が
来
て
困
っ
て
い

る
、
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

以
下
が
、
よ
く
使
わ
れ
る
詐
欺
の
決

ま
り
文
句
で
す
。「
こ
こ
だ
け
の
話
…
」「
今

だ
け
で
す
よ
！
」「
あ
な
た
だ
け
に
連

絡
！
」「
年
金
み
た
い
に
、
毎
月
小
遣
い

が
く
る
」「
ご
家
族
に
は
、
絶
対
内
緒
に

…
」。
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
言
わ
れ
た
ら
、

ま
ず
用
心
し
て
く
だ
さ
い
。
絶
対
も
う

か
る
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
信

用
で
き
る
大
き
な
会
社
を
名
乗
っ
て
も
、

信
用
で
き
そ
う
な
や
さ
し
い
販
売
員
が

来
て
も
、
よ
く
分
か
ら
な
い
も
う
け
話

に
は
決
し
て
手
を
出
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費
生

活
相
談
窓
口
〈
月
～
金
曜
日
〉
８
時
30

分
～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

※
毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支

所
第
３
相
談
室
で
出
張
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
☎
４
２・１
１
１
１
）

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

敗
戦
の
話
の
尽
き
ぬ
端は
し
ゐ居
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
牛
島  

景
子

栗
落
つ
る
音
や一い
ち
る縷の

小こ
み
ち径

あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
堤  

多
鶴
子

昔
日
の
思
ひ
出
ば
か
り
熱
帯
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
原
篤
子

山や
ま
も
も桃を

落
し
尽
く
せ
り
小さ
よ
あ
ら
し

夜
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
松
﨑  

伸
子

荒あ
ら
づ
ゆ

梅
雨
や
長
き
一ひ
と
ひ日

を
も
て
余
し

　
　
　
　
　
　
　
　
松
延
み
さ
と

八
女
紫
苑
句
会

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 27.9）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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【あかちゃんよみきかせ】
本館と黒木分館で、第3土曜日に開催しています。
えほんのよみきかせや手あそびをしながら、あかちゃ
んとのふれあいの時間を楽しんでもらっています。
※あかちゃんよみきかせのボランティアスキルアッ
プ講座も開催予定です。詳しくは19ページ「お知ら
せのコーナー」をご覧ください。
【だっこ大すきえほんよみきかせ】
4か月児健康診断の会場に出向き、えほん2冊を手渡
しながら、家庭でのよみきかせの推進や図書館への
案内を呼びかけています。8月から『いないいないば
あ』と『ばいばい』の2冊をお渡ししています。

9月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
7㈪,14㈪,15㈫～19㈯,21㈷～23㈷,25㈮,28㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈫～11㈮,14㈪,21㈪,25㈮,28㈪図書館の休館日

9月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

1㈫,8㈫,15㈫～19㈯,22㉁,23㈷,25㈮,29㈫

✿9月の館内整理日は25日㈮✿

《
本
館
》　

▽
９
月
1
日
㈫
～
11
日
㈮

《
上
陽
・
黒
木
・
立
花
・
矢
部
・
星
野
各
分
館
》

▽
９
月
15
日
㈫
～
19
日
㈯

※
９
月
14
日
㈪
は
通
常
の
休
館
日
の
た
め
黒
木
以

外
の
分
館
は
休
館
で
す
。

　
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
返
却
ポ
ス
ト
（
ボ
ッ
ク

ス
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

特別整理期間に伴う
休館のお知らせ幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝１２日、19日、26日
おはなしコーナー
※いずれも土曜14時～
♥黒木分館＝5日㈯10時30分～
おはなしコーナー

9月のよみきかせ

9月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象です♪
♥本館＝１９日㈯11時～ 2階研修
室
♥黒木分館＝26日㈯10時30分～
　おはなしコーナー
※今月は第3土曜日ではないの
でご注意ください。

子
育
て
を

支
援
し
て
い

ま
す
！

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

八
女
福
島
燈
籠
人
形
保
存
会
で
活
躍　

那
須
野
政
尚
さ
ん（
高
塚
）

「数年前から人形の組立や修理を
行う『人形師』も担当しています。
大切な人形の管理を任されてお
り、その責任は重く、公演中の糸
切れの応急措置など、その取り
扱いには細心の注意を払ってい
ます」と那須野さん。

80

　
9
月
20
日
夜
の
口
開
け
公
演
を
皮
切

り
に
、
23
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
八
女
福

島
の
燈
籠
人
形
。
保
存
会
で
人
形
師
、

人
形
方
（
横
遣
い
）
と
し
て
活
躍
す
る

那
須
野
政
尚
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　
「
も
と
も
と
東
古
松
町
出
身
で
、
約

20
年
前
に
先
輩
の
勧
め
で
保
存
会
に
入

り
、
そ
れ
以
来
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
燈

籠
人
形
は
、
人
形
を
操
る
人
形
方
、
唄

や
演
奏
を
行
う
囃
子
方
、
演
出
の
狂
言

方
、
衣
裳
方
な
ど
総
勢
40
数
名
の
協
力

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
舞
台
の
主
役
で
あ
る
か
ら
く
り
人
形

は
、『
横
遣
い
』『
下
遣
い
』
と
呼
ば
れ

る
人
形
方
の
手
に
よ
っ
て
、細
か
な
所
作

で
活
き
活
き
と
舞
い
ま
す
。中
で
も『
送

り
渡
し
』と
呼
ば
れ
る
、人
形
が
舞
台
の

左
右
に
移
動
す
る
動
き
は
、
横
遣
い
の

人
形
方
が
熟
練
し
て
い
な
い
と
難
し
い
、

全
国
で
も
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
特
殊
な
技
術
。
衣
裳
の
早
変
わ
り

で
あ
る『
素
抜
き
』と
あ
わ
せ
て
公
演
の

見
ど
こ
ろ
の
一つ
で
す
。

　
や
り
が
い
は
、や
は
り
保
存
会
の
仲

間
が
息
を
合
わ
せ
て
協
力
し
て
上
演

し
、お
客
様
か
ら
拍
手
で
喜
ん
で
も
ら
う

瞬
間
で
す
。
特
に
千
秋
楽
の
盛
り
上
が

り
に
は
い
つ
も
し
び
れ
ま
す
。ま
た
、
練

習
後
の
メ
ン
バ
ー
と
の
反
省
会
も
楽
し

み
の
一つ
で
す
。

　
保
存
会
で
は
、
伝
統
を
伝
え
、
受
け

継
い
で
も
ら
う
た
め
に
、
唄
や
太
鼓
等

の
囃
子
方
を
中
心
に
定
期
的
に
『
子
ど

も
教
室
』を
開
い
て
い
ま
す
。江
戸
時
代

か
ら
の
歴
史
を
持
つ
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
。
確
実
に
次
の
時
代
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
が
、私
た
ち
保
存
会
メ
ン

バ
ー
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」　

八女福島の伝統を
次の次代に伝えたい

今年の芸題は、「薩摩
隼人国若丸厳島神社
詣」。本公演は、福島
八幡宮境内で9月21日
から23日まで開催。



ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　

戦
後
70
年
と
な
る
８
月
６
日
㈭
、
星
の
ふ
る

さ
と
公
園
平
和
の
広
場
で
八
女
市
平
和
祈
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
和
の
広
場
に
は
星

野
村
出
身
の
故
・
山
本
達
雄
さ
ん
が
原
爆
投
下

後
の
広
島
か
ら
持
ち
帰
っ
た
原
爆
の
灯
が
絶
え

る
こ
と
な
く
燃
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８
時
15
分
に
合

わ
せ
て
参
列
者
は
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
恒
久

平
和
を
祈
念
し
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
三
田
村
市
長
は
、「
原
爆
の
火
は
山
本
さ
ん
の

思
い
、
八
女
市
民
の
願
い
と
と
も
に
核
兵
器
廃

絶
と
争
い
の
な
い
世
界
平
和
を
目
指
す
『
平
和

の
火
』
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
灯
し
続
け
て
い
き

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
広
島

市
長
か
ら「
今
後
と
も
、被
爆
者
の
願
い
に
応
え
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向

け
、
共
に
力
を
尽
く
し
行
動
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
和
の
誓
い
で
は
、
星
野
小
６
年
祝
原
周
諭

さ
ん
が
「
平
和
の
火
が
こ
こ
に
あ
る
意
味
を
絶

や
さ
ぬ
よ
う
、
と
も
し
続
け
ま
す
」、
星
野
中
３

年
寺
師
里
菜
さ
ん
が
「
一
番
平
和
を
考
え
、
訴

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
平
和
を
語
り
継
ぐ
大

人
に
な
り
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
市
内
の
小
中
学
校
等
か
ら
折
り

鶴
が
献
呈
さ
れ
、
参
列
者
全
員
で
献
花
し
ま
し

た
。

【
平
成
27
年
度
平
和
祈
念
式
典
千
羽
鶴
献
呈
者
】

▽
福
島
小
学
校
▽
長
峰
小
学
校
▽
上
妻
小
学

校
▽
三
河
小
学
校
▽
八
幡
小
学
校
▽
忠
見
小

学
校
▽
川
崎
小
学
校
▽
岡
山
小
学
校
▽
上
陽

北
汭
学
園
小
学
校
▽
黒
木
小
学
校
▽
黒
木
西

小
学
校
▽
筑
南
小
学
校
▽
立
花
小
学
校
▽
矢

部
小
学
校
▽
星
野
小
学
校
▽
福
島
中
学
校
▽

南
中
学
校
▽
見
崎
中
学
校
▽
西
中
学
校
▽
上

陽
北
汭
学
園
中
学
校
▽
黒
木
中
学
校
▽
筑
南

中
学
校
▽
立
花
中
学
校
▽
矢
部
中
学
校
▽
八

女
市
立
図
書
館
利
用
者
の
皆
様
▽
生
き
が
い
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
▽
八
女
市
社
会
福
祉
協
議
会
星
野

支
所
▽
鶴
田
サ
カ
エ
さ
ん

「
原
爆
の
火
」を
前
に
平
和
へ
の
誓
い

（
八
女
市
平
和
祈
念
式
典
）

　

８
月
９
日
㈰
に
、
八
女
市
立
図

書
館
２
階
研
修
室
で
「
こ
わ
～
い

お
は
な
し
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
話
し
手
は
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ「
ふ
き
の
と
う
」が
担
当
。

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
な
ど
、
約

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ラ
イ
ト
を
落
と
し
た

薄
暗
い
雰
囲
気
の
会
場
で
、「
犯
人

の
背
中
」「
食
人
鬼
」「
正
福
寺
の

幽
霊
の
掛
け
軸
」
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
参
加
者
も
真
夏
の
夜
に
思
わ

ず
涼
し
く
な
る
よ
う
な
ド
キ
ド
キ

感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

八
女
市
立
図
書
館
で

こ
わ
～
い
お
は
な
し

会
を
開
催

祝原周諭さん

寺師里菜さん

千羽鶴が献呈されました
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上
陽
町
在
住
の
カ
メ
ラ
マ
ン
厨

屋
雅
友
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真

が
、
昨
年
５
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ワ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
建
設

さ
れ
た
「
９
／
11
メ
モ
リ
ア
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
写
真
は
、
メ
モ
リ
ア

ル
ホ
ー
ル
の
手
前
に
飾
っ
て
あ
り
、

事
件
が
起
こ
っ
た
２
０
０
１
年
９

月
11
日
の
夕
景
と
、
対
比
す
る
数

年
前
の
同
じ
角
度
か
ら
の
夕
景
の
写
真
で
す
。
厨
屋
さ
ん
は
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
行
き
来
す
る
生
活
を
し
、
事
件
当
日
は
現
地

に
い
て
、
自
室
の
窓
か
ら
一
連
の
事
象
を
目
撃
し
ま
し
た
。
そ
の

光
景
は
14
年
た
っ
た
今
も
脳
裏
か
ら
拭
い
去
る
こ
と
は
で
き
な
い

そ
う
で
す
。
今
回
の
２
枚
の
写
真
は
犠
牲
者
へ
の
鎮
魂
の
思
い
を

込
め
て
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
厨
屋
さ
ん
は
、「
展
示

写
真
を
通
し
、
博
物
館
を
訪
れ
る
世
界
中
の
方
に
戦
争
の
理
不

尽
さ
、悲
惨
さ
を
改
め
て
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

９・11の悲惨さ伝える写真をメモリ
アルホールに展示

　

８
月
16
日
㈰
上
陽
町
の
星
野
川

で
『
万
灯
流
し
』
が
あ
り
、
約
３

０
０
個
の
灯
ろ
う
が
川
面
に
浮
か

び
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
「
川
を
大

切
に
し
た
い
。
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を

見
直
し
た
い
」
と
の
願
い
を
込
め
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
川
原
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
絵
や

願
い
事
を
書
い
た
灯
ろ
う
を
流
し

ま
し
た
。
夕
暮
れ
の
川
を
、
静
か

に
流
れ
る
灯
り
を
大
勢
の
人
た
ち

が
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

大
淵
献
灯
祭

上
陽
万
灯
流
し

　

地
域
で
亡
く
な
っ
た
人
の
精
霊
を

み
ん
な
で
送
る『
大
淵
献
燈
祭
』（
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提

案
事
業
）
が
８
月
15
日
㈯
、
元
大

淵
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
和
紙
で
作
っ
た
高

さ
１
・
８
㍍
の
燈
籠
の
中
に
火
を
と

も
し
、
熱
気
球
の
要
領
で
地
上
30
～

50
㍍
の
高
さ
ま
で
ワ
イ
ヤ
ー
等
で
浮

か
べ
る
も
の
で
、
今
年
で
２
回
目
。

夕
暮
れ
の
中
、
故
人
の
名
を
記
し

た
燈
籠
が
静
か
に
空
に
昇
り
始
め
る

と
、
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

「
亡
く
な
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
喜

ん
で
い
ま
す
。
い
い
送
り
火
と
な
り

ま
し
た
」
と
、
空
を
見
上
げ
る
家
族

の
皆
さ
ん
。
供
養
の
燈
籠
の
あ
と
は

地
域
活
性
化
を
願
う
燈
籠
が
上
げ

ら
れ
、
夜
空
に
浮
か
ぶ
幻
想
的
な
風

景
に
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
大
淵
区
長
で
同
祭
会

長
の
内
藤
啓
光
さ
ん
は
「
故
人
を
追

悼
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
大
淵

の
先
達
へ
の
感
謝
の
思
い
。
そ
し
て
、

子
や
孫
た
ち
が
喜
ん
で
帰
っ
て
く
る

誇
れ
る
ふ
る
さ
と
と
な
れ
ま
す
よ
う

に
」
と
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

夜
空
に
、川
に
、

願
い
を
込
め
て

故人の名前が記された燈籠に火が灯
され、ゆっくり昇っていきました。
精霊送りが 31 個、希望の灯の燈籠
が 16 個上げられました。（上）

メモリアルミュージアムの様子

夜空に浮かぶ燈籠を見上げる皆さん
（左）
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第
57
回
「
星
野
地
区
球
技
大
会
」（
主
催
・
八

女
市
体
育
協
会
星
野
支
部
）
が
７
月
26
日
㈰
に

開
か
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

◦
優
勝
＝
９
区
チ
ー
ム
（
星
野
２
区
）

◦
準
優
勝
＝
10
区
チ
ー
ム
（
星
野
３
区
）

▽
野
球

◦
優
勝
＝
サ
ー
テ
ィ
フ
ォ
ー
ズ
（
小
野
２
区
）

◦
準
優
勝
＝
北
星
ク
ラ
ブ
（
椋
谷
２
区
）

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
個
人
戦
）
の
部

◦
参
加
者
＝
56
人

◦
結
果
（
※
敬
称
略
）
＝
▽
優
勝 

原
口
治
義 
▽

準
優
勝 

倉
住
孝 

▽
３
位 

谷
口
喜
生 

▽
４
位 

梅

野
剛 

▽
５
位 

原
口
繁
利 

▽
６
位 

藤
崎
正
昭 

▽

７
位 

末
崎
タ
マ
キ 

▽
８
位 

山
ノ
内
健
次 

▽
９

位 

高
木
俊
之 

▽
10
位 

木
屋
宏

　

７
月
31
日
㈮
か
ら
8
月
１
日
㈯
に
か
け
て

矢
部
川
の
源
流
水
を
水
源
地
矢
部
村
北
矢
部

バ
ノ
キ
の
水
汲
み
場
か
ら
、
柳
川
水
ま
つ
り
会

場
ま
で
約
60
㌔
㍍
、『
源
流
水
持
ち
帰
り
隊
』

が
夜
通
し
歩
い
て
運
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
水
郷

柳
川
夏
の
水
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
水
を
運
ん
だ
の
は
柳
川
水

の
会
員
と
一
般
参
加
の
協
力
者
で
す
。
源
流
水

は
だ
れ
で
も
自
由
に
汲
む
こ
と
が
で
き
、
手
を

つ
け
る
と
し
び
れ
る
よ
う
に
冷
た
く
、
水
質
検

査
で
も
お
墨
付
き
の
お
い
し
い
水
で
す
。
31
日

15
時
30
分
か
ら
出
発
式
を
行
い
、
一
行
は
源
流

水
の
入
っ
た
桶
を
担
い
で
出
発
。
途
中
休
憩
を

し
な
が
ら
交
代
で
歩
き
、
翌
１
日
９
時
30
分
か

ら
の
水
ま
つ
り
開
会
式
で
源
流
水
を
持
ち
帰
っ

た
こ
と
を
柳
川
市
長
に
報
告
。
源
流
水
は
皆

さ
ん
に
振
舞
わ
れ
、
大
好
評
で
し
た
。

　

７
月
１
日
㈬
と
15
日
㈬
に
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
街
頭
啓
発
を

市
内
８
か
所
で
行
い
ま
し
た
。
八

女
保
護
区
保
護
司
会
八
女
支
部
を

始
め
、
更
生
保
護
女
性
の
会
、
八

女
警
察
署
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

参
加
者
は
汗
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
い
て

い
く
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実

現
。
犯
罪
、
非
行
の
防
止
や
罪
を

犯
し
た
人
の
更
生
に
は
、
一
部
の
人

た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
す
べ
て
の

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
理
解

し
、
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
街
頭
啓
発
を
実
施

　8 月１日㈯・２日㈰の 2日間、宮島の矢部川湖畔で第
15 回矢部川ふれあいカヌー教室（主催・八幡校区まち
づくり協議会）が開催され、市内の小中学生ら 200 人が
参加しました。この教室は、川遊びの楽しさを知り、水
に親しんでもらうとともに、水の怖さも一緒に学んでもら
うことを目的にしています。カヌーに乗り込む前には、八
女消防本部指導の水難救命教室なども開かれました。
　カヌーに乗り込んだ子どもたちは、きらめく水面をミ
ズスマシのようにすいすいと動きまわり、川面には子ども
たちの歓声が響き渡りました。初めてカヌーに乗った安
徳依舞さん（忠見小６年）は、「最初はうまく進めなかっ
たけれど、慣れてきたら思うようにカヌーを操ることがで
きました。とっても楽しかったです」と話していました。

き
ら
め
く
水
面
を
す
ー
い
す
い

星
野
地
区
球
技
大
会
結
果

矢部の源流水を柳川まで“持ち帰り隊”

熱戦！ミニバレーボール

源流持ち帰り隊の皆さん

Ａコープ八女での啓発の様子
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　八女市子ども会ドッヂビー大会が 8 月2日
㈰、八女市総合体育館で行われ、市内の各校
区・地区から12 チームが出場し、元気にプレー
しました。予選リーグから４チームが決勝トー
ナメントへ進み、決勝戦では長峰校区の長峰
岩崎チームと忠見校区の忠見ファイターズチー
ムが対戦、長峰岩崎チームが優勝しました。

　７月30日㈭～ 31日㈮にかけて、池の山キャ
ンプ場で福岡県緑の少年団交流集会が開催さ
れました。県内から緑の少年団員 100 人が集
合。市内からも、筑南小学校緑の少年団が参
加しました。日頃の活動報告や自然観測会な
どを行い、団員同士の交流を深めました。

　

剣
持
自
治
会
で
は
、
㈶
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
一

般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
宝
く
じ
助
成
金
）
の
助
成

を
受
け
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
設
備
を
導
入
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
で
整
備
さ
れ

た
放
送
設
備
で
、
災
害
発
生

時
や
防
犯
情
報
等
を
地
域
住

民
に
漏
れ
な
く
迅
速
な
情
報

提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

【
整
備
さ
れ
た
放
送
設
備
】

▽
無
線
式
放
送
卓　
２
か
所

▽
屋
外
放
送
設
備　
４
か
所

　

南
中
学
校
陸
上
部
が
、
第
37
回

九
州
中
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技

大
会
出
場
報
告
の
た
め
、
８
月
３

日
㈪
三
田
村
市
長
を
訪
問
し
ま
し

た
。
同
校
女
子
陸
上
部
は
、
福
岡

県
大
会
で
も
多
く
の
選
手
が
入
賞

し
、
学
校
と
し
て
県
総
合
３
位
と
な

る
素
晴
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
て
い

ま
す
。

　

九
州
大
会
は
８
月
９
日
㈰
、
10

日
㈪
に
沖
縄
県
で
行
わ
れ
、
１
年
女

子
１
０
０
ｍ
の
部
に
服
部
光
さ
ん
、

３
年
女
子
１
０
０
ｍ
の
部
に
二
田
千

春
さ
ん
の
二
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

三
田
村
市
長
は
、「
素
晴
ら
し
い
タ

イ
ム
を
出
せ
る
よ
う
悔
い
の
な
い
走

り
を
し
て
欲
し
い
」と
二
人
を
激
励
。

二
田
さ
ん
は
７
位
に
入
賞
、
服
部
さ

ん
は
９
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
㈮
～
９
日
㈯
熊
本
県

人
吉
市
で
行
わ
れ
た
九
州
中
学
校

体
育
大
会
・
剣
道
で
、
黒
木
中
学

校
３
年
の
桁
山
翔し

ょ
う

稀き

さ
ん
が
個
人

戦
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

桁
山
さ
ん
は
７
月
31
日
㈮
・
８
月

１
日
㈯
に
行
橋
市
で
開
催
さ
れ
た

福
岡
県
中
学
校
剣
道
大
会
で
、
個

人
戦
３
位
に
入
賞
し
九
州
大
会
に

出
場
。
九
州
大
会
で
は
、
部
員
の
み

ん
な
が
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て

く
れ
た
扇
子
を
大
事
に
竹
刀
袋
に

入
れ
て
持
参
し
、
と
き
お
り
見
て
は

心
を
落
ち
着
か
せ
た
そ
う
で
す
。

「
大
舞
台
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
み

ん
な
の
応
援
を
力
に
変
え
て
無
心
に

試
合
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
桁
山
さ
ん
は
喜
び
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　
８
月
１
日
㈯
立
花
町
北
山
地
区
で
「
踊
る
！
き
た
や

ま
夏
祭
り
'15
」（
主
催
・
北
山
地
区
地
域
振
興
会
議
）

が
行
わ
れ
、
約
１
２
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
暑
さ
も
残
る
夕
方
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

地
域
の
保
育
園
や
小
学
校
、
八
女
高
校
ダ
ン
ス
部
や
八

女
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
７
団
体
の
ダ
ン
ス
披
露
と
来
場
者
全
員
の
総
踊

り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。会
場
一
体
と
な
っ
た「
踊
り
」

の
力
で
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
た
。

南
中
学
校
陸
上
部
が

九
州
大
会
に
出
場

黒
木
中
学
校
剣
道
部

桁
山
君
が
九
州
大
会
へ

「
踊
り
」
で
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ

熱戦!!子ども会ドッヂビー大会

緑の少年団交流集会を開催

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
放
送
設

備
導
入

服部さん（左から 3 人目）と二田さん

左から 3 人目が桁山さん

優勝した長峰岩崎チーム 屋外放送設備無線式放送卓
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お
知

ら
せ

▼採択団体一覧

平
成
27
年
度
八
女
市
地
域

づ
く
り
提
案
事
業
の
第
一
次
募

集
（
６
月
1
日
～
30
日
）
を

し
た
と
こ
ろ
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
等
の
各
団
体
か
ら
10
件

の
事
業
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

７
月
９
日
の
選
考
会
議
に
お

い
て
、
10
件
す
べ
て
（
合
計
約

４
６
３
万
円
）
を
採
択
し
ま
し

た
。採

択
団
体
は
、
交
付
決
定

を
受
け
７
月
か
ら
各
地
域
で
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
団
体
の
活
動
状
況

等
に
つ
い
て
は
、
市
広
報
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

く
予
定
で
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く

り
・
文
化
振
興
課
地
域
づ
く
り

推
進
係
（
☎
２
３・１
２
２
４
）

団体名（代表者） 活動名称（実施期間） 事業概要
大淵地区自治運営協議会

（豊田邦明）
地域振興計画策定

（H27.7 ～ H28.3）
アンケート調査により、地区課題の掘り起こしを行う。行政区ごとの地区懇談
会を実施し、大淵地区の目指すべき将来像をまとめた地域振興計画を策定する。

三河校区まちづくり協議会
（松延溥之）

地域振興計画策定
（H27.7 ～ H28.3）

策定委員会によりアンケート調査やワークショップ等で現状・課題・地域資源
等の掘り起こしを行う。校区の将来や取組み施策等を地域振興計画でまとめる。

川崎校区まちづくり協議会
（平島雅夫）

地域振興計画策定
（H27.7 ～ H28.3）

策定委員を選任し、ワークショップを中心に地域の現状・課題・将来像（まち
づくり目標）を決定する。目標実現のための施策等の地域振興計画を策定する。

木屋地区自治運営協議会
（馬渡淳二）

渡内公園拡充プロジェ
クト（H27.7 ～ H28.3）

渡内公園頂上からの展望は素晴らしく、グリーンピア八女との相乗効果による
地域活性化を目指す。具体的には、不要木を伐採して駐車場と車道を整備する。
また、チューリップを植栽し、休息用のベンチとテーブルを設置する。

光友地区地域振興会議
（福原信彬）

井戸端会議推進事業
（H27.8 ～ H27.10）

光友地区24旧行政区にバンコを設置し、交流の場を作る。住民が集いバンコ制
作出来るよう素材を用意し、組立段階から作業することで愛着を持ってもらう。

NPO法人辺春地域振興会議
（山田学）

八女の昔ながらの味噌作りや
こんにゃく作りを伝承するプロ
ジェクト（H27.9 ～H27.12）

ゼロから作る味噌作りやこんにゃく作りの参加者を募り、体験教室（最終工程）
として実施。またそれらを使用した地元の簡単な料理等も伝承する。

白木地区地域振興会議
（持丸源二郎）

旧白木小学校山林公園化事
業（１期）（H27.8 ～ H28.3）

白木小学校に隣接する山林を公園化する。不要樹木（孟宗竹）の伐採、管理道
路整備、遊歩道の安全整備、紅葉樹木の植栽、植栽樹木の周辺整備。（２年計画）

白木地区地域振興会議
（持丸源二郎）

みんなで守ろう。白木対災マ
ニュアル（H27.9 ～ H28.3）

消防団・自警団と自主防災会の連携および緊急時の対応の強化①隣組を超えた
行政区での総合防災訓練の実施②消防設備点検を住民全体で実施。

星野１区がんばる振興会
（末﨑義一）

柳原地区共同生活用河川進入
道路整備事業（H27.7 ～H27.8）

被災した地元管理の河川進入道路について、県との協議で地元施工による復旧
となったため、路盤・コンクリート舗装を地域住民の作業で施工する。

小野地域振興会
（石橋修一）

美しい里山景観づくり
事業（H27.9 ～ H27.11）

災害で田園風景が少なくなっているため、彼岸花、パンジーの植栽等を行う。訪
れる人たちに景観を楽しんでもらい都市との交流促進を図る。3年間の継続事業。

平成27年度
地域づくり提案事業

10件を採択

八
女
と
奥
八
女
を
結
ぶ
幹
線
路

線
バ
ス
「
羽
矢
線
」「
星
野
線
」
は
、

通
勤
・
通
学
や
通
院
、
買
い
も
の
な

ど
日
々
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
乗

り
物
と
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
利
用
者
状
況
を
見

る
と
、
こ
の
7
年
間
で
、
羽
矢
線
は
、

八
女
市
の
人
口
を
上
回
る
７
万
２
千

人
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
星
野
線
も

２
万
9
千
人
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
減
り
続
け
る
と
、
便
数
を

減
ら
し
た
り
、
路
線
を
短
く
し
た
り

し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

路
線
バ
ス
が
な
く
な
れ
ば
、
地
域
に

は
大
き
な
打
撃
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

地
域
の
元
気
の
た
め
に
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
バ
ス
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

路
線
バ
ス
に

乗
ろ
う
�

路
線
バ
ス
は
、
地
域
を
支
え

る
大
切
な
公
共
交
通
で
す

0

50

100

150

300

200

350

250

400
年間輸送人員の推移（千人）

羽矢線

星野線

福岡県バス対策協議会では、「バスに乗
ろう！」をキャッチフレーズに、9月1日
㈫～ 10月31日㈯まで、バス利用促進
キャンペーンを展開しています。
地域の生活を支え、環境にも優しい路
線バスの利用をお願いします。詳しくは
福岡県のホームページをご覧ください。
Shttp://www.pref.fukuoka.lg.jp
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◦
問
い
合
わ
せ
▽
【
事
務
局
】
筑

後
市
上
下
水
道
課
（
☎
０
９
４
２
・

６
５
・
７
０
３
７
）
▽
八
女
市
上
下

水
道
局
（
☎
２
３
・
１
１
４
８
）

◦
日
時
＝
10
月
３
日
㈯
11
時
～
16
時

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

※
古
本
市
開
催
の
た
め
、
ご
家
庭
で

不
要
に
なっ
た
本
を
集
め
て
い
ま
す
。

◦
受
付
＝
八
女
市
立
図
書
館
本
館

カ
ウ
ン
タ
ー

◦
対
象
＝
単
行
本
・
文
庫
本
・
児

童
書
・
絵
本
・
百
科
事
典
・
雑
誌
・

コ
ミ
ッ
ク
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

※
破
損
が
激
し
い
も
の
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
古
本
市
の
収
益
金
は
、

八
女
市
立
図
書
館
の
読
書
啓
発
事

業
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な

び
っ
と
八
媛
（
八
女
市
立
図
書
館

内
）
☎
２
２
・
２
５
０
４

◦
日
時
＝
10
月
８
日
㈭
14
時
～
15

時
30
分

◦
場
所
＝
福
岡
県
庁
３
階
講
堂（
福

岡
市
博
多
区
東
公
園
７
―
７
）

◦
申
込
・
問
い
合
せ
＝
福
岡
県
新

雇
用
開
発
課
障
害
者
雇
用
係

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
５
９
４
）

　

下
水
道
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。
入

場
無
料
。
先
着
３
０
０
人
に
コ
ン
ポ

ス
ト
（
肥
料
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ク

イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、
景
品
等
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
矢
部
川
流
域
下
水
道

推
進
協
議
会
主
催
。

◦
日
時
＝
９
月
13
日
㈰
10
時
～
15

時
（
雨
天
決
行
）

◦
場
所
＝
矢
部
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

「
水
き
ら
ら
」
筑
後
市
大
字
島
田
７

５
４（
☎
０
９
４
２・５
４・２
７
０
１
）

　
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
す
ば
な

し
）
の
醍
醐
味
を
一
緒
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
９
月
５
日
㈯
13
時
30
分
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
森
さ
ん

（
☎
０
９
０・７
４
７
８・４
４
３
８
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
出
店

者
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
13
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
９
月
13
日
㈰
７
時
30
分

立
花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
飛
形
山
３
番
方
面

◦
参
加
料
＝
無
料
（
参
加
自
由
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
「
日
本
文
化
あ
ふ
れ
る
お
国
づ
く

り
運
動
」
と
題
し
、
藤
間
桂
福
さ

ん
（
芸
処
椿
屋
代
表
）
を
講
師
に

開
催
。
参
加
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
９
月
15
日
㈫
19
時
開
会

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　

国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
の
八
女

福
島
仏
壇
の
展
示
会
で
す
。
匠
の

技
に
よ
る
厳
選
さ
れ
た
手
造
り
仏

壇
の
み
を
展
示
し
ま
す
。
八
女
福

島
仏
壇
仏
具
協
同
組
合
員
自
慢
の

作
品
が
勢
揃
い
し
ま
す
。
期
間
中

ふ
れ
あ
い
広
場
を
設
け
、
制
作
実

演
・
体
験
お
よ
び
仏
壇
仏
具
、
二

次
製
品
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
19
日
㈯
～
27
日
㈰

９
時
～
17
時
※
う
ち
制
作
実
演
・

体
験
９
月
20
日
㈰
～
23
日
㈬

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
「
日
本
で
一
番
大
切
に
し
た
い
会

社
」
シ
リ
ー
ズ
の
著
者
、
坂
本
光

司
氏
に
よ
る
講
演
や
、
障
害
者
雇

用
の
優
良
事
業
者
等
の
表
彰
を
行

い
ま
す
。
参
加
費
無
料
、
要
申
込
、

◦
定
員
２
０
０
人
、
先
着
順
。

八
女
軽
ト
ラ
市

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
「
お
は
な
し
お
は
な
し
」

に
よ
る
お
は
な
し
会

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

下
水
道
展

第
９
回
古
本
市

福
岡
県
障
害
者
雇
用
促
進
大
会

八女市献血推進協議会（☎ 23・5816）
献血にご協力ください

八
女
手
造
り
仏
壇
フ
ェ
ア

　立花町出身の音楽家・櫻庭伸幸さん（平
成26年9月逝去、享年68歳）は、たくさ
んの曲を作っています。櫻庭さんをしのび
つつ、彼が残した名曲を楽しみましょう。
◦日時＝9月13日㈰14時～（13時30分開場）
◦会場＝八女市農業活性化センター（上
陽町北川内）
◦入場料＝2000円（来場者には当日のコン
サートをDVDにまとめ後日お届けします）
◦出演＝中島治男・山口昌世（光友小中の同
級生）、小塩正勝（光友小中の後輩）、野田ひろ
み、ポインセチア、上陽コーラスあじさい
◦問い合わせ＝追悼コンサート実行委員
会・福原さん（☎090・3199・1688）

【櫻庭伸幸さん】日本レコード大賞編曲賞「天
城越え」、日本レコード大賞功労賞（Ｈ26年度）

《編曲》夢芝居、3年目の浮気、天城越えほ
か《作曲》奥入瀬（山本譲二）UWFプロレ
スのメインテーマ、立花小学校校歌 など

　講師の先生をお迎えして、赤
ちゃんよみきかせに役立つ実技
のスキルアップ講座＆意見交
換会を行います。参加費無料、
お気軽にご参加ください。
◦日時＝10月10日㈯10時～ 11
時30分◦場所＝八女市立図書
館本館2階研修室◦対象＝赤ち
ゃんよみきかせボランティアと
して活動されている人◦受付＝
9月12日㈯～先着20人
◦申込・問い合わせ＝NPO法
人まなびっと八媛（八女市立図
書館本館内）☎22・2504

第
22
回 

地
域
活
動
講
演
会

日にち 時  間 場  所
9/14
㈪

10:00 ～ 11:30 
12:30 ～ 15:30

農業活性化セ
ンター（上陽町）

9/17
㈭

10:00 ～ 12:00 西公民館
14:00 ～ 16:00 東公民館

ボランティア
スキルアップ
講座

10/10㈯
赤ちゃん
よみきかせ

追悼コンサート櫻庭伸幸君の
　プレゼント 9/13

㈰
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子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

◦
日
時
＝
９
月
26
日
㈯
10
時
～

◦
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館
前

広
場
（
小
運
動
場
）

◦
申
込
締
切
＝
９
月
26
日
㈯
当
日
可

◦
参
加
費
＝
▽
会
員 

無
料
▽
一
般

２
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
☎
２
４
・

１
３
４
０

　

10
月
開
講
～
来
年
８
月
ま
で
月

２
回
の
講
義
と
演
習
を
経
て
、
１

◦
属
目
＝
「
岩
戸
山
古
墳
と
そ
の

周
辺
」
一
人
５
句

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く
り
・
文

化
振
興
課
（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

　

同
じ
病
気
の
人
を
持
つ
家
族
同

士
で
日
頃
の
不
安
や
思
い
を
お
し
ゃ

べ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
要
申
込
。

◦
日
時
＝
９
月
24
日
㈭
14
時
～
15

時
30
分

◦
内
容
＝
座
談
会
、
ミ
ニ
講
座
「
心

理
士
に
よ
る
講
話
、
情
報
交
換

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
柳
川

総
合
庁
舎
）
☎
０
９
４
４
・
７
２
・

２
１
７
６

自
分
の
思
う
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
ア
レ
ン
ジ
の
た
め
の

花
の
選
び
方
も
学
び
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
８
日
㈭
21
日
㈬
、
11

月
４
日
㈬
18
日
㈬
、
12
月
２
日
㈬

16
日
㈬
／
19
時
30
分
～
21
時
30
分

◦
材
料
費
＝
１
５
０
０
円
（
花
器

代
含
む
）

◦
定
員
＝
12
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
＝
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。
申

込
期
間
は
９
月
１
日
㈫
～
９
月
18

日
㈮
、
９
時
～
17
時
受
付

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
東

公
民
館（
☎
＆
O 

２
３・５
２
７
６
）

　
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
９
月
17
日
㈭
14
時
～

◦
場
所
＝
公
立
八
女
総
合
病
院
大

会
議
室

◦
内
容
＝
肝
が
ん
の
検
査
と
治
療

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
診
療
支

援
課
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　

岩
戸
山
古
墳
に
昭
和
55
年
９
月

15
日
に
建
立
さ
れ
た
「
向
井
去
来
・

野
田
成
亮
顕
彰
碑
」
を
記
念
し
て

句
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
20
日
㈰
▽
受
付
11

時
～
▽
投
句
締
切
13
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

月
20
日
）
19
時
15
分
～
20
時
45
分

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館
１
階
柔
道
場

◦
内
容
＝
腕
を
捕
ま
れ
た
時
、
抱

き
つ
か
れ
た
時
の
離
脱
方
法
ほ
か

◦
問
い
合
わ
せ
＝
大
塚
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
１
８
７
４・５
６
８
３
）

　

点
訳
グ
ル
ー
プ
「
わ
か
ば
会
」

で
は
、
視
覚
に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

人
に
広
報
等
の
点
訳
を
行
い
、
生

活
を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
点
字
教
室
に
参
加
し
て
点

訳
を
習
得
し
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
無
料

◦
期
日
＝
10
月
21
日
～
11
月
25
日
毎

週
水
曜
日
、19
時
～
21
時（
全
６
回
）

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
２
階
中

会
議
室

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　
東
公
民
館
講
座
。
旬
の
お
花
を
、

◦
日
時
＝
９
月
13
日
㈰
10
時
～
16
時

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

◦
参
加
費
＝
２
０
０
０
円

◦
内
容
＝
テ
ー
マ 
幸
せ
の
種
「
身

近
な
人
に
幸
せ
を
」
／
講
師 
モ
ラ

ロ
ジ
ー
社
会
教
育
講
師 

北
川
美
千

代
さ
ん
、
太
田
富
三
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
代
表
世
話
人
・
田

中
さ
ん
（
☎
２
４
・
２
７
０
５
）

　
八
女
警
察
署
管
内
で
は
、
声
か

け
、
つ
き
ま
と
い
等
が
平
成
22
年
３

件
か
ら
平
成
26
年
に
は
32
件
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
家
族
で
護
身
術

を
学
び
ま
せ
ん
か
。
元
県
警
柔
道
・

逮
捕
術
指
導
員
と
八
女
警
察
署
逮

捕
術
指
導
員
が
指
導
し
ま
す
。
無

料
。
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
危

険
防
止
の
た
め
ヘ
ア
ピ
ン
等
は
身
に

つ
け
ず
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
毎
月
第
３
日
曜
日
（
９

か
ん
ぞ
う
教
室

第
34
回
人
形
原
記
念
句
会

講
道
館
護
身
術
講
習
会

素
敵
に
ア
レ
ン
ジ
講
座

う
つ
患
者
の
つ
ど
い

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
ペ
タ
ン
ク
大
会

い
の
ち
の
電
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

わ
か
ば
会 

点
字
教
室

区分
准看護科 看護科

社会人特別選抜 一般入学 一般入学
募集
人員 40 人 40 人

出願
期間

10/5 ㈪～10/23
㈮必着

【前期】11/9 ㈪～
11/30 ㈪必着

【後期】1/18 ㈪～
2/8 ㈪必着

【前期】10/13 ㈫～
11/2 ㈪必着

【後期】12/14 ㈪～
1/8 ㈮必着

入試
日 11月1日㈰ 【前期】12 月6日㈰

【後期】2 月14日㈰
【前期】11月8日㈰
【後期】1月17日㈰

入試
科目 小論文・面接 国語・数学・小論文・

面接

国語
専門科目(看護全般）
面接

問い
合わ
せ

八女筑後看護専門学校 〒 834-0063 八女市本村 656-1

准看護科（☎ 23・6284） 看護科（☎24・4877）

平成 28 年度 看護学生募集 看護師は命を
守る仕事です！

教
室
・
講
座

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

人口の高齢化、社会
生活環境の急激な

変化等に伴って、糖尿病、
がん、心臓病、脳卒中等
に代表される生活習慣病
の増加が大きな問題となっ
ています。自立して健康に
生活できる期間である『健
康寿命』を延ばすには、こ
のような生活習慣病を予防
することが大切です。適度
な運動や規則正しい食生
活を行うなどして、生活習
慣病を予防しましょう。

9月は「健康増進
普及月間」です
１に運動 ２に食事、
しっかり禁煙 最後に
クスリ
～健康寿命の延伸～
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日本では約 27,000 人の自殺者が
います。（約 5,000 人に１人・平

成 26 年）。先進国の中でも高い自殺
率で推移し続けています。特に 50 歳
代後半に多く、また15 歳～ 39 歳の
死因の１位と若年者も増えています。

あなたは、大切な人
～守ろう、こころといのち～
自殺予防週間
（９/10～16）

年
間
の
実
習
の
あ
と
相
談
員
に
認

定
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
る
か
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
応
募
締
切
＝
９
月
26
日
㈯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
法
人

福
岡
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
（
☎

０
９
２
・
７
１
３
・
４
３
４
３
）
平

日
９
時
～
19
時

　

結
婚
や
出
産
、
定
年
等
に
よ
り

保
育
現
場
を
離
れ
て
い
る
保
育
士

の
皆
さ
ん
の
保
育
所
等
へ
の
再
就

職
を
支
援
す
る
た
め
、
保
育
所
で

の
体
験
実
習
を
行
い
ま
す
。
参
加

費
無
料
、
要
申
込
。

◦
日
程
＝
10
月
６
日
㈫
～
29
日
㈭
、

12
月
３
日
㈭
～
９
日
㈬
、
１
月
13

日
㈬
～
26
日
㈫
の
間
の
１
日
間

◦
場
所
＝
県
内
各
保
育
所
（
24
か

所
）

月
５
日
㈭
～
５
月
２
日
㈪
／
20
人
）

③
パ
ソ
コ
ン
初
級
・
中
級
連
続
養

成
科
⑵
（
11
月
５
日
㈭
～
３
月
31

日
㈭
／
30
人
）

◦
募
集
締
切
＝
９
月
30
日
㈬

◦
選
考
日
＝
①
②
10
月
９
日
㈮

③
10
月
13
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

　
遺
産
相
続
・
金
銭
問
題
等
に
調

停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予

約
不
要

◦
日
時
／
場
所
＝
▽
９
月
６
日
㈰

10
時
～
15
時
／
筑
後
市
サ
ン
コ
ア

▽
９
月
16
日
㈬
10
時
～
15
時
／
八

女
文
化
会
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
調
停
協
会

（
☎
２
３
・
４
０
３
６
）

　

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
、
寡

婦
を
対
象
に
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

受
講
料
無
料
。
テ
キ
ス
ト
代
等
自

己
負
担
あ
り
。

①
介
護
事
務

◦
期
間
＝
10
月
17
日
㈯
～
12
月
12

日
㈯
９
時
30
分
～
16
時
30
分
※
テ

キ
ス
ト
代
と
申
請
料
の
一
部
と
し
て

５
千
円
自
己
負
担

②
パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ｓ
検
定
（
表
計
算

◦
時
間
＝
10
時
～
15
時

◦
定
員
＝
１
回
あ
た
り
５
人

※
日
程
以
外
で
も
随
時
実
習
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
希
望
の
勤
務
条

件
に
合
う
保
育
所
へ
の
就
職
あ
っ
せ

ん
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）

福
岡
県
保
育
協
会
（
☎
０
９
２
・

５
８
２
・
７
９
５
５
／
Shttp://

w
w

w.fphk.jp/ 

）

　

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
と
企

業
の
人
事
担
当
者
が
直
接
面
談
を

す
る
場
で
す
。
参
加
無
料
。
履
歴

書
を
持
参
願
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
25
日
㈮
12
時
30
分

～
16
時

◦
場
所
＝
久
留
米
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
ビ
ル（
久
留
米
市
百
年
公
園
内
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
公
共
職

業
安
定
所
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

３
級
）

◦
期
間
＝
10
月
26
日
㈪
～
11
月
26

日
㈭
９
時
～
12
時
※
平
日
午
前
18

日
間
、
54
時
間
）
※
テ
キ
ス
ト
代

と
検
定
料
一
部
３
千
円
自
己
負
担

①
②
共
通

◦
定
員
＝
20
人

◦
託
児
＝
１
歳
～
就
学
前
ま
で（
事

前
予
約
）

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
ひ
と
り
親
家

庭
等
就
労
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ
せ

ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対
象
。

◦
コ
ー
ス
（
訓
練
期
間
／
定
員
）
＝

①
パ
ソ
コ
ン
初
級
科
⑶
（
11
月
５

日
㈭
～
１
月
29
日
㈮
／
20
人
）

②
介
護
職
員
実
務
者
研
修
科
（
11

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

ひ
と
り
親
等
就
労
支
援
講
習
会

就
業
支
援

保
育
士
の
体
験
実
習

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

無
料
調
停
相
談

◦申請方法＝対象になる可能性がある人
（世帯）には、８月 31日に申請書を発送
しています。該当される人は、原則とし
て郵送による申請をお願いします。
※詳しくは、申請書同封チラシや八女市
ホームページをご覧ください。
◦申請期間＝▽９月１日㈫～ 12 月 31日
㈭   ※消印有効
◦申請先＝▽八女市臨時給付金担当

（☎ 24・8091 ／☎ 24・8092）
※郵便での提出が困難な場合、次の窓
口で受け付けます。

受給できる可能性が
ある人（世帯）には
8月 31日に申請書を
発送しています。

「臨時福祉給付金」の
申請受付が９月１日
から始まりました。

庁舎 受 付 窓 口 窓口受
付期間 受付時間

本庁

202 会議室
（ 北 庁 舎２
階 ）「 臨 時
給 付 金 担
当」窓口

9月1日
㈫～
12月28
日㈪

平 日 9 時 ～
17 時 15 分
※ 9 月 中 の
水 曜 日 は 9
時～ 19 時

各
支所

市民生活福
祉課窓口

9月1日
㈫～

12月28
日㈪

平 日 9 時 ～
17 時 15 分

あなたの周りでSOSを
発している人はいませんか？
　◦体調が悪い日が続く
　◦眠れない
　◦理由もなく悲しい
　◦自分を責める
　◦辛いできごとがあった
　◦お酒の量が増えた

☆気付いたあなたが「門番」（ゲートキー
パー）の役割を担っています。ゲートキー
パーとは、悩んでいる人を「命」を断つ
道へ向かわせないようにと導く人です。

「気付く」「傾聴」「声かけ」「つなぐ」役
割があります。お悩みの人がおられまし
たら、ご相談をお待ちしています。
⃝問い合わせ＝健康推進課保健指導係
　　　　　（☎２３・１３５２）

（土・日・祝日を除く）
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◦
相
談
日
時
＝
９
月
７
日
㈪
～
９

月
13
日
㈰ 
▽
平
日 

８
時
30
分
～

19
時 

▽
土
日 
10
時
～
17
時

◦
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

＝
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

　
生
活
上
の
心
配
ご
と
、
家
庭
内

や
近
隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
嫌
が
ら
せ

や
虐
待
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が

あ
る
人
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
と
法

務
局
職
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※
「
福
岡
法
務
局
」
で
は
、
土・日・

祝
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
（
そ

れ
以
外
は
留
守
番
電
話
対
応
）、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

◦
相
談
電
話
番
号
＝
０
５
７
０
・
０
０

３
・
１
１
０
（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０

番
全
国
共
通 

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
人

権
擁
護
部

（
☎
０
９
２
・
８
３
２
・
４
３
１
１
）

　
弁
護
士
に
よ
る
養
育
費
な
ど
の

無
料
法
律
相
談
。
相
談
希
望
者
は
、

相
談
日
前
日
ま
で
に
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
に
予
約
く
だ
さ
い
。

◦
開
催
日
程
＝
▽
９
月
９
日
㈬
18

時
30
分
～
20
時
30
分 

▽
９
月
24
日

㈭
18
時
30
分
～
20
時
30
分 

▽
10

月
26
日
㈪
13
時
～
15
時

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
予
約
電
話
＝
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
２
２
（
平
日
９
時
～
17
時
）

　
空
き
家
バ
ン
ク
協
定
不
動
産
業

者
が
対
応
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
24
日
㈭
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
１
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
代
表
大
石
さ
ん

（
☎
２
３
・
４
７
７
５
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
利

用
者
の
会
に
参
加
す
る
た
め
に
は

前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

《
10
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
９
月
19
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
岡
山
小
、
八
幡

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）▽
16
時
15
分
～（
総

合
体
育
館
、
上
陽
体
育
館
、
立
花

体
育
館
、
筑
南
中
、
筑
南
小
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
福
岡
県
に
関
す
る
情
報
満
載
の

福
岡
県
民
手
帳
（
11
月
頃
発
売
予

定
）の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
価
格
（
消
費
税
込
み
）
＝
ポ
ケ
ッ

ト
判
４
０
０
円
、
標
準
判
５
０
０

円
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判
９
０
０
円
。

◦
手
帳
カ
バ
ー
の
色
＝
《
ポ
ケ
ッ
ト

判
》パ
ス
テ
ル
ピ
ン
ク
、黒《
標
準
判
》

茶
、
黒
《
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判
》
黒

◦
予
約
受
付
＝
９
月
28
日
㈪
ま
で

◦
申
込・問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課（
☎

２
３
・
１
１
１
１
／
O
２
２
・
２
１

８
６
）
お
よ
び
各
支
所
総
務
課

　

八
女
中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
し

尿
処
理
の
副
産
物
で
あ
る
乾
燥
汚

泥
を
肥
料
と
し
て
販
売
し
て
い
ま

す
。
こ
の
肥
料
は
、
国
の
肥
料
取

締
法
に
基
づ
き
「
八
女
大
地
」
の

名
称
で
し
尿
汚
泥
肥
料
と
し
て
肥

料
登
録
済
み
で
す
。
農
業
は
も
と

よ
り
家
庭
菜
園
等
に
活
用
く
だ
さ

い
。
10
㎏
入
り
１
袋
を
40
円
で
、

１
袋
か
ら
販
売
し
ま
す
。
配
達
は

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
直
接
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
中
部
衛
生

セ
ン
タ
ー
（
北
田
形
１
０
２
２
）

☎
２
４
・
５
４
１
９

　
施
設
園
芸
で
使
用
し
た
廃
電
球

や
マ
イ
カ
線
等
の
農
業
用
資
材
が
、

行
政
区
内
の
不
燃
ご
み
置
き
場
に

持
ち
込
ま
れ
て
い
る
状
況
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
農
業
用

資
材
は
産
業
廃
棄
物
に
該
当
し
ま

す
の
で
、
家
庭
ご
み
と
し
て
置
き

場
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
農

業
用
資
材
の
処
分
は
、
Ｊ
Ａ
が
行
っ

て
い
る
農
業
用
廃
資
材
の
回
収
時

に
処
分
す
る
か
、
購
入
先
も
し
く

は
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
環
境
課
（
☎
２

３・１
４
６
２
）▽
農
業
振
興
課（
☎

２
３
・
１
１
１
８
）

日本に住んでいるすべての人・
世帯を対象に行われる、国

の最も重要な統計調査です。大正
９年の第１回目調査以来５年ごと
に実施されていて、今回で 20 回目
の調査となります。今回の調査か
ら全国一斉にインターネット利用
による回答が可能になり、パソコ
ンやスマートフォンなどで調査票
の回答ができます。9 月上旬から
調査員が各世帯を訪問しますので、
調査へのご協力をお願いします。
◦問い合わせ＝総務課（☎23・1111）

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

「
八
女
大
地
」
の
販
売

【 第 46 回ちっご祭り】◦日時＝9/18
㈮ 18:00 ～ 21:00（前夜祭）、19 ㈯
9:00 ～ 20:00（本祭）◦場所＝市
民の森公園（筑後市若菜）◦問＝同
実行委員会（☎ 0942・65・7024）

【広川かすり祭】◦日時＝9/19 ㈯・
20 ㈰ 9:00 ～ 17:00 ◦場所＝広
川町産業展示会館◦問＝広川町
観光協会（☎ 32・5555）

【かすりたまご展】◦日時＝ 9/19
㈯・20 ㈰ 9:00 ～ 17:00 ◦場 所
＝ドンマルク広川店◦問＝広川
町観光協会（☎ 32・5555）

広川町

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

２
０
１
６
年
版　
福
岡
県
民

手
帳
の
ご
予
約
承
り
ま
す

空
家
・
空
地
無
料
相
談
会

全
国一斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

養
育
費
等
無
料
法
律
相
談

平成 27 年 10 月１日は
国勢調査の調査日です。

施設園芸で使用した廃
電球やマイカ線等の農
業用資材は、適正に処
分してください。
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火災出火件数  1件 （21件）
救急出動件数 286件 （1,929件）
救急搬送人数 278人 （1,871人）

人身事故発生件数 45件 （292件）
傷　　者 62人 （385人）
死　　者 0人 （  3人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 66,487 (-71)
男 31,270  (-42)
女 35,217  (-29)

世帯数 24,437  (-4)
　※（　）内は前月比

出生 50 人 死亡 88人
転入 194 人 転出 227人

◦国民健康保険税（3 期）
◦後期高齢者医療保険料（3 期）
◦介護保険料（3 期）
◦住宅使用料（9 月）
◦保育料（9 月） ▼ 7 月の交通事故の状況

▼ 7 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（7 月31日現在）

▼ 7 月の異動
納期限・口座振替日は9月30日㈬

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

予約

9月に
納める
もの

無料法律相談
◦ 9月17日㈭ 、10月1日㈭ ／ 相談 13:00
　～16:00/ 場所・法務局八女支局※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦ 9 月11日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 9 月18 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 9 月 25 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3003
◦ 9 月18 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦9月10日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く婦人の家☎37・1522）
◦9月24日㈭ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
障害者相談支援センターリーベル出張相談
◦9月15日㈫ 10:00 ～ 11:00 ／黒木支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦9月4日㈮13:00 ～16:00 ／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦9月3日㈭ 13:30 ～16:00 ／社会福祉会館
◦9月2日㈬、16日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月8日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月7日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦9月11日㈮ 13:30～16:00/ふじの里（黒木）
◦9月18日㈮ 13:30～16:00／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦9月2日㈬、16日㈬、30日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦9月2日㈬、16日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月9日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月9日㈬9:30 ～12:00 ／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦9月4日㈮ 13:00 ～ 15:00 ／商工会議所

税務相談会
◦9月14日㈪ 10:00 ～ 15:00 ／商工会議所
経営支援相談会
◦9月24日㈭ 13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦9月15日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦9月10日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月11日㈮・15日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月15日㈫ 10:00～12:00/かがやき（立花）
◦9月24日㈭ 10:00 ～ 12:00 ／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。予
約をすれば待ち時間が少なくなります。
※基礎年金番号をお知らせください。
◦月曜日（休日の場合は翌日） 8:30 ～
19:00 ／火～金曜日8:30 ～ 17:15 ／毎
月第2土曜日9:30 ～ 16:00
※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦毎週月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役
所消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所
　第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦9月15日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市役所消費生活相談窓口 

　※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県ひとり親家
　庭等就業・自立支援センター
　☎092・584・3931
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・
金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
　士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）
　☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木支所内）
　☎42・1119

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ
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▼
カ
ヌ
ー
教
室
の
子
ど
も
た
ち

を
見
て
、
水
や
自
然
と
接
す
る

機
会
が
減
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。自
然
い
っ
ぱ
い
の
八
女
に

暮
ら
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、も
っ

と
も
っ
と
自
然
と
親
し
み
た
い

も
の
で
す
ね
（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
朝
夕
の
暑
さ
が
少
し
和
ら

ぎ
、「
秋
の
夜
長
」
の
読
書
が
楽

し
み
な
季
節
。
本
を
読
む
の
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
友
人
と
読

ん
だ
本
の
情
報
交
換
を
す
る
の

も
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
楽
し

み
の
一つ
で
す
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
戦
後
70
周
年
の
今
年
。
ど
れ

ほ
ど
の
時
間
が
経
過
し
よ
う
と

も
癒
え
ぬ
悲
し
み
や
苦
し
み
の

多
く
の
報
道
に
接
し
、
改
め
て

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
願

い
ま
し
た
。
戦
争
体
験
を
聴
か

せ
て
く
だ
さ
い
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

夜
風
が
心
持
ち
涼
し
く
感

じ
る
９
月
。
今
回
は
県
指
定

特
産
民
工
芸
品
の
八
女
石
灯

ろ
う
を
紹
介
し
ま
す
。

本
格
的
に
作
ら
れ
始
め
た
の

は
大
正
時
代
。
久
留
米
市
の

植
木
業
者
が
植
木
と一緒
に
販

売
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
全

国
に
知
れ
渡
り
、四
大
産
地
の

一つ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

大
昔
、
阿
蘇
山
の
大
噴
火
に
よ

り
大
規
模
な
火
砕
流
が
長
野

地
区
周
辺
に
ま
で
到
達
。
そ
の

火
山
灰
が
堆
積
し
凝
結
し
て

岩
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
岩
を

阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
と
いい
、こ

の
地
区
で
採
れ
る
凝
灰
岩
は
、

長
野
石
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
た
く
さ
ん
の
石
が
採
れ
、

石い
し
こ
う工
と
呼
ば
れ
る
石い

し
き
り
こ
う

切
工
・

堀ほ
り
い
し
こ
う

石
工
・
積つ

み
い
し
こ
う

石
工
の
技
術
を

持っ
た
職
人
が
た
く
さ
んい
た
か

ら
こ
そ
始
まっ
た
石
灯
ろ
う
作

り
。
金
槌
で
叩
い
て
音
と
感
触

で
石
の
目
を
確
か
め
な
が
ら
の

作
業
。
切
断
と
仕
上
げ
の
研

磨
以
外
は
石
ノ
ミ一本
の
手
作

業
で
10
年
以
上
の
経
験
が
な
い

と
出
来
な
い
技
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
凝
灰
岩
の
特
徴
は
、
耐

火
・
耐
寒
に
強
く
、
吸
水
性
に

長
け
、
石
苔
や
植
物
が
根
付
き

や
す
く
、
軟
石
で
細
か
い
彫
刻

や
加
工
に
適
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
他
の
石
よ
り
軽
く
持
ち
運

び
に
便
利
で
す
。

手
作
業
仕
上
げ
の
た
め
、素

朴
で
温
か
み
が
あ
り
、
細
か
な

彫
刻
技
術
で
作
ら
れ
る
優
美

な
作
品
。
匠
の
技
で
創
り
出

す
趣
の
あ
る
造
形
は
気
品
も

漂
わ
せ
ま
す
。
最
近
で
は
注
文

に
応
じ
て
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
物
や

室
内
庭
園
を
楽
し
め
る
よ
う
に

ミニ
チュア
石
灯
ろ
う
も
あ
り
、

値
段
も
お
手
頃
で
す
。

代
々
受
け
継
が
れ
た
技
術
で

作
っ
た
八
女
石
灯
ろ
う
を
、
八

女
伝
統
工
芸
館
で
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝
統
工
芸

館
（
☎
２
2
・
３
１
３
１
）
定
休

日
：
毎
週
月
曜
日　

開
館
９
時

～
17
時

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.28

八女石灯ろう
in 八女伝統工芸館

茶のくに観光案内所 いのくち

おたんじょうびおめでとう

芸達者な美織ちゃん！いつ
も家族を笑顔にしてくれて
ありがとう♡

祝1歳☆みんなのアイドル
いよりちゃん♡お誕生日お
めでとう！

我が家の暴れん坊将軍・望
未ちゃん。兄妹仲良く大き
くなあれ♡

家族皆から愛される慎ちゃ
ん。生まれてきてくれてあ
りがとう。

祝1歳♡心優しくたくま
しく元気いっぱい育って
ね！！

お兄ちゃん大好き♡これか
らも兄弟仲良く元気に育っ
ていってネ☆

お誕生日おめでとう！優し
く、たくましく育ってね。

パパとママ、みーんなの宝
物、亮太☆やさしく健やか
に育ってね！！

家族みんなみー君大好き
だよ♡生まれてきてくれて
ありがとう！

お誕生日おめでとう☆いっ
ぱい笑ってのびのび育って
ね、ゆきこ♡

朝陽の笑顔が大好きです。
強くて優しい子になって
ね。

成君、いつでもどんな時で
も、これからもずーっと大
好きだよ。

いつもニコニコの笑理ちゃ
ん。みんなのアイドルだよ
♡

☆祝1歳☆お兄ちゃんと
仲良く、元気に育ってね。

祝1歳♡中島家・横溝家・
ご近所の皆さん、いつもあ
りがとう♡

永愛ちゃん♡1歳おめでと
う♡これからも元気に育っ
てね♡

深野 美
み お り

織ちゃん

大石 いよりちゃん

橋本 望
の ぞ み

未ちゃん

井上 丈
じょうじ

慈ちゃん

高野 陽
ひ な た

太ちゃん

椛 恭
きょうしろう

史郎ちゃん

末石 亮
りょうた

太ちゃん

内藤 光
み な と

翔ちゃん

馬場 結
ゆ き こ

希子ちゃん 中山 朝
あ さ ひ

陽ちゃん

穴見 成
じょう

ちゃん

松崎 笑
え み り

理ちゃん

樋口 日
ひ な た

向ちゃん

中島 銀
ぎ ん じ ろ う

侍郎ちゃん

山下 永
と あ

愛ちゃん

Ｈ26年9月16日生（祈祷院）

Ｈ26年9月25日生（柳瀬）

Ｈ26年9月18日生（本町）

Ｈ26年9月30日生（宅間田）

Ｈ26年9月1日生（大島）

Ｈ26年9月19日生（新庄）

Ｈ26年9月３日生（山内）

Ｈ26年9月21日生（黒木町）

Ｈ26年9月4日生（本町） Ｈ26年9月10日生（吉田）

Ｈ26年9月15日生（井延）

Ｈ26年9月21日生（立花町）

Ｈ26年9月10日生（黒木町）

Ｈ26年9月16日生（矢部村）

Ｈ26年9月23日生（吉田）

お誕生日おめでとう。ニコ
ニコ笑顔でみんなをいやし
てね。

平川 慎
し ん や

也ちゃん

Ｈ26年9月30日生（稲富）

鴫山 大
た い し

志ちゃん

Ｈ26年9月8日生（黒木町）

満1歳のお子さまの写真を募
集しています（ただし、市内
に住民登録があるか実際に
住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメ
ント（30字以内）を添えて、
誕生日前月の7日までに直接
お持ちいただくか、郵送でお
申し込みください。応募多数
の場合は先着順となります。
◦申し込み＝秘書広報課秘書
広報係（☎23・1110）
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